
事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

・男女共同参画のチラシ等を作成・配布する。
・男女共同参画基本計画概要版の随時見直しを行いなが
ら、活用していく。

・男女共同参画のチラシ等を作成・配布する。
・男女共同参画基本計画概要版の随時見直しを行いなが
ら、活用していく。

・本市男女共同参画基本計画を市民に周知することを目
的に、昨年度まで使用していた基本計画の概要版をリ
ニューアルし、男女共同参画推進講演会において配布し
た。
・「市民のための相談室」チラシの裏にDVの種類を記載
し、図書館や地区公民館、本庁・支所の窓口で手にとっ
てもらうようにした。

・男女共同参画についての記事を「広報ひおき」に掲載
する。

・男女共同参画についての記事を「広報ひおき」に掲載
する。

・男女共同参画に関する市民のための相談室の案内を随
時掲載し、市民の方へ周知を図った。
・11月号（第103号）にＤＶ防止の記事を掲載した。

・国、県からの資料については、関係課に配布すること
とし、必要に応じて会議を開催する。

・国、県からの資料については、関係課に配布すること
とし、必要に応じて会議を開催する。

・国、県からの資料や情報把握に努め、関係課及び懇話
会に随時情報提供を行った。

・県の講座や国、県の男女共同参画週間等についてホー
ムページに掲載する。
・日置市男女共同参画推進懇話会の開催日時等について
ホームページに掲載する。

・県の講座や国、県の男女共同参画週間等についてホー
ムページに掲載する。
・日置市男女共同参画推進懇話会の開催日時等について
ホームページに掲載する。

市のホームページに下記内容を掲載。
・第１回日置市男女共同参画推進懇話会（7/24）
・内閣府男女共同参画局の男女共同参画週間（6/23～
6/29）
・県男女共同参画週間（7/25～7/31）
・第２回日置市男女共同参画推進懇話会（9/17）
・第３回日置市男女共同参画推進懇話会（11/5）
・女性に対する暴力をなくす運動（11/12～11/25）
・女性のための法律110番について（11/20）
・第４回日置市男女共同参画推進懇話会（3/2）
・日置市男女共同参画推進講演会（3/2）
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日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・各地域の女性大会等において、「日置市男女共同参画
基本計画概要版」を配布する。
・市役所本庁・各支所の窓口に「日置市男女共同参画基
本計画概要版」、配偶者や恋人などパートナーからの暴
力（ドメスティック・バイオレンス）の相談先等を掲載
したチラシやカード等をおく。

・各地域の女性大会等において、「日置市男女共同参画
基本計画概要版」を配布する。
・市役所本庁・各支所の窓口に「日置市男女共同参画基
本計画概要版」、配偶者や恋人などパートナーからの暴
力（ドメスティック・バイオレンス）の相談先等を掲載
したチラシやカード等をおく。
・市内大型店舗の女性トイレに配偶者や恋人などパート
ナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス）の相
談先等を掲載したカードを設置する。

・配偶者や恋人などパートナーからの暴力（ドメス
ティック・バイオレンス）の相談先等を掲載したチラシ
を福祉課、健康保険課、各支所市民課、地域振興課、医
療機関の窓口に配布した。
・女性に対する暴力をなくす運動期間中、本庁ロビーに
パープルツリーの設置。
・本庁ロビー、福祉課、各支所市民課、地区公民館、図
書館に男女共同参画相談員周知やDV防止等のチラシ・
カード設置。
・市内大型店舗の女性トイレに配偶者や恋人などパート
ナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス）の相
談先等を掲載したカードを設置した。（吹上：タイヘ
イ）

・内閣府男女共同参画局の男女共同参画週間（6/23～
6/29）、県男女共同参画週間（7/25～7/31）において、
日置市男女共同参画基本計画に関することなど、男女共
同参画に関する事業等について紹介する。

・内閣府男女共同参画局の男女共同参画週間（6/23～
6/29）、県男女共同参画週間（7/25～7/31）において、
日置市男女共同参画基本計画に関することなど、男女共
同参画に関する事業等について紹介する。

・内閣府男女共同参画局の男女共同参画週間（6/23～
6/29）について、広報お知らせ版・市ホームページによ
り周知した。
・県男女共同参画週間（7/25～7/31）について広報お知
らせ版・市ホームページにより「配偶者や交際相手から
の暴力（ＤＶ）の相談窓口紹介」及び各種関連事業を併
せて周知した。

・講座メニューや内容の充実に努め、市役所全課と連携
を密にしながら、出前講座を実施する。

・市民の学習活動等の充実を目的としているため、受講
者のニーズに応じた講座となるよう努める。また、出前
講座を多くの団体等に活用していただくため、各種会合
等、機会を見つけ積極的な広報・啓発を行う。

・平成25年度は、約80件の出前講座を実施し、うち人
権・ハラスメントをテーマとしたものも10件実施した。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・国や県が発行している「男女共同参画の視点からの公
的広報の手引」を活用し、また独自のチラシやカードを
作成し、市民への啓発をする。

・国や県が発行している「男女共同参画の視点からの公
的広報の手引」を活用し、独自のチラシやカードを作成
し、市民への啓発をする。

・県が発行している「男女共同参画の視点からの公的広
報の手引」は活用しなかったが、いろいろな暴力の種類
をまとめたチラシを作成し、図書館や地区公民館などに
配布・設置した。

・男女共同参画推進懇話会講演
講師謝金（大学教授級）
※懇話会及び市民向け各１回開催予定
・県が開催する各種講演会等の周知に努める。

・男女共同参画推進懇話会講演
講師謝金（大学教授級）
・日置市独自の講座を開催。（年３回開催予定）
※懇話会及び市民向け各１回開催予定
・県が開催する各種講演会等の周知に努める。

・市民にも呼び掛けて、高崎恵氏を講師とした「男女共
同参画ワークショップ（体験型講座）」（9/17）を開催
した。
・市職員、懇話会委員を対象にした「DV防止研修」
(11/5)を開催。講師ににNPO法人メンタルケア鹿児島嵩原
裕子さんを迎え、研修を行った。
・日置市男女共同参画推進講演会を開催（3/2）。講師に
鹿児島大学准教授久保田治助氏を迎え、「「無理をしな
い自分」との出会い」をテーマとして行った。
・県が開催する各種講座関係を懇話会委員に情報提供。
ホームページにも掲載した。

・ホームページ、お知らせ版等に掲載する。
・申込書を日置市役所本庁、各支所の窓口に配布する。

・ホームページ、お知らせ版等に掲載する。
・申込書を日置市役所本庁、各支所の窓口に配布する。
・懇話会委員には開催チラシの配布。

・ホームページに掲載し、周知に努めた.
・申込書を日置市役所本庁、各支所、地区公民館の窓口
に配布した。
・職員のパソコンの掲示板(poweroffice)に掲載した。

・国の男女共同参画週間（6/23～6/29）、県の男女共同
参画週間（7/25～7/31）にあわせて事業を検討する。

・女性週間は、日本の女性参政権が行使されたことを記
念して、昭和24年に定められ、女性の地位向上を目指す
活動が行われてきた。平成11年に男女共同参画社会基本
法が施行されたことを受け「男女共同参画週間」が定め
られ、女性週間は廃止となった。その理念を受け継ぎ、
国の男女共同参画週間（6/23～6/29）、県の男女共同参
画週間（7/25～7/31）にあわせて事業を検討する。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・男女共同参画推進懇話会の開催。(7/24)
・お知らせ版に週間周知の掲載。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・児童、生徒及び保護者にわかりやすい男女共同参画の
啓発パンフレット等の作成を検討する。

・児童、生徒及び保護者にわかりやすい男女共同参画の
啓発パンフレット等の作成を検討する。

・わかりやすい男女共同参画を啓発するために、日置市
男女共同参画基本計画の概要版を活用し、日置市男女共
同参画講演会で配布を行った。

・学校訪問，各種研修会等を通して､各学校の取組状況の
把握をするとともに､指導を行う。

・学校訪問，授業研究，各種研修会等での取組状況の把
握と，家庭科等の授業での確実な実施を指導する。

・学校訪問，授業研究，各種研修会等で各学校の取組状
況を把握するとともに，家庭科等の授業が確実に行われ
るように指導した。

・性犯罪、売春等の性別に起因する暴力行為を含め、生
命尊重・人権尊重の観点から、各学校において生徒指導
を進めていく。また、キャリア教育・生涯教育の理念か
ら、男女の別に拠らず一人一人に応じた進路指導を進め
ていく。

・性犯罪、売春等の性別に起因する暴力行為を含め、生
命尊重・人権尊重の観点から、各学校において生徒指導
を進めていく。また、キャリア教育・生涯教育の理念か
ら、男女の別に拠らず一人一人に応じた進路指導を進め
ていく。

・市内商工会，各事業所団体，学校等から成るキャリ
ア・スタートウィーク実行委員会を実施し、キャリア教
育の充実を図るとともに、進路指導担当者会での指導を
通して個を生かした進路指導の充実が図れるよう指導し
た。また､各種研修会等を通して生命尊重・人権尊重の視
点を大切にした生徒指導について指導した。

・子ども会が主催するリーダー研修会の充実を図ってい
く。特に男女が協力して取り組む体験活動の充実・改善
を進める。また、各種研修会では、人権尊重を視点にお
いた実施を強化していく。

・青少年育成事業では、男女が協力して取り組む体験活
動の充実・改善を進める。また、リーダー研修会等で
は、人権尊重を視点においた内容を充実する。

・ふるさと学寮や青少年リーダー研修などの体験活動で
は、男女が協力して体験活動を行う機会を設定した。ま
た、体験活動のなかに人権や男女共同参画に関する課題
を設け、その解決に人権尊重の視点を取り入れた活動を
展開した。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（地域づくり課）
・児童、生徒及び学校職員に対し、わかりやすい講座を
検討する。
（社会教育課）
・家庭教育学級で年に1回人権に関する学習を行う。ま
た，読書活動の学習も取り入れ，母親，父親，共に子育
てに参加しやすい学習を充実させる。

（地域づくり課）
・児童、生徒及び学校職員に対し、わかりやすい講座を
検討する。
（社会教育課）
・人権教育を充実させるために、家庭教育学級やＰＴＡ
活動の年間プログラムに人権に関する講座を組み入れ
る。また、講座の内容について、子どもの人権に関する
内容はもちろん、障がい者と人権、ハラスメント等につ
いても取り上げ、家庭教育学級、ＰＴＡの会合等での人
権教育の充実を図る。

（地域づくり課）
・吹上中学校（家庭教育学級）で「自分のことが好きで
すか？」、日置小学校（校内研修）で「ハラスメントっ
て何？」の出前講座を実施した。
（吹上中学校11/20、日置小学校12/26）
（社会教育課）
・家庭教育学級を実施している全ての学級で人権に関す
る学習を行い、子ども、女性、高齢者の人権等について
学んだ。

（社会教育課）
・ＰＴＡ活動への男性の参加を、機会あるごとに啓発し
ていく。また、おやじの会への積極的な参加を呼び掛け
ていく。（学校教育課）
・学級ＰＴＡや授業参観､親父の会の活動等，ＰＴＡ活動
への父親の参加促進を図る。

（社会教育課）
・職場（企業）男性については、職場と家庭生活の関わ
りを考える手がかりを提供し、男性の家庭教育への積極
的参加を促す。特にＰＴＡ活動、おやじの会、家庭教育
学級への男性の参加を、機会あるごとに啓発していく。
（学校教育課）
・学級ＰＴＡや授業参観､親父の会の活動等，ＰＴＡ活動
への父親の参加の取組を進める。日曜参観等の工夫を指
導する。

（社会教育課）
・ＰＴＡ研修会や指導者研修会等で、男性の子育てに関
する参画意識の高揚を図った。
（学校教育課）
・地域や各学校の実態に応じた工夫がなされ､「親父の
会」等の活動が活発になりつつある。

（社会教育課）
・保護者へ会員証を配布し、家庭教育でおひさま運動を
実践するように呼びかける。また、各種社会教育関係団
体へも実践についての協力を呼び掛けていく。
（学校教育課）
・道徳の時間を要として､全教育活動を通して道徳教育の
充実を図る。
　特に、体験活動を通した道徳教育を推進する。

（社会教育課）
・おひさま運動を実践するなかで、児童・生徒にきまり
やルール、人権の意義について学び・理解させる場を設
ける。また、市立図書館等で男女共同参画に関する図書
資料等教材の紹介を行うとともに、視聴覚ライブラリー
においては道徳教育用教材の活用の推進を図る。
・保護者へ会員証を配布し、家庭でもおひさま運動を実
践するように呼びかける。また、4項目の具体的な実践に
ついての協力を呼び掛けていく。
（学校教育課）
・道徳の時間を要として､全教育活動を通して道徳教育の
充実を図る。
　特に、体験活動を通した道徳教育を推進を指導する。18

17

16

学校への男
女共同参画
の出前講座
の実施

社会教育課
地域づくり課

子育てに関
する教育の
場への男性
の参加

社会教育課
学校教育課

道徳教育の
充実

学校教育課
社会教育課
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事    業    名
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整
理
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号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（社会教育課）
・おひさま運動の4つの実践項目「おはようの声ひびく
思いやり育てる　やさしいまち」の実践として、早朝、
駅前によるあいさつ運動を行った。また、教育委員会が
主催する会議を中心に、会の冒頭においておひさま運動
の唱和を行い、あいさつ、規律など道徳教育の基本を確
認した。
（学校教育課）
・道徳の時間を要として、基本的人権や男女平等に関す
る事項等について、全教育活動を通して取り扱うよう指
導した。

18
道徳教育の
充実

学校教育課
社会教育課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・母親だけでなく父親も共に妊娠子育てに関心をもち、
両親で子育てができるよう、母子手帳だけでなく父子手
帳も交付する。

・母親だけでなく父親も共に妊娠子育てに関心をもち、
両親で子育てができるよう、母子手帳だけでなく父子手
帳も交付する。
・乳幼児健診において父子手帳の活用法について説明す
る。

・母子手帳342冊、父子手帳342冊を妊婦に交付した。母
子手帳交付に付き添いで夫も参加していた場合、夫に対
し父子手帳の活用法について説明した。

・家庭教育学級での一層の活用を促していく。父親も家
庭教育に参加するように啓発していく。

　家庭教育手帳の利用を促進するため、講座や各種イベ
ントで手帳の活用方法等について啓発するとともに、各
学校等にも利用を呼びかける。また、父親も家庭教育に
参加するように啓発していくなど、家庭教育の一層の推
進を促す。

　家庭教育手帳の活用については、家庭教育学級やＰＴ
Ａ等の会議の席において「子育てやしつけのヒントにな
る冊子」である旨を説明し、活用を促した。また、未所
持者においては、文部科学省ホームページからダウン
ロードしての活用を周知した。

・家庭教育学級、各種社会教育関係団体指導者研修会等
での人権教育を充実する。（家庭教育学級で年1回の取
組、指導者研修会での位置付け）また，読書推進のため
の活動も年に一回実施し，母親も，父親も，親子で楽し
める読書活動の推進をはかる。

・全家庭教育学級で年に1回の人権教育の講座を開設する
ようにする。各種社会教育関係団体の研修会でも人権に
関する研修を推進する。
・家庭教育学級においては、参加者が女性に偏りがちで
あるため、男性が参加しやすい日時の設定をする。ま
た、家庭教育に積極的に父親が参加しようという目的で
設置された、「おやじ（親父）の会」等の活用を推進す
る。

・家庭教育学級、各社会教育関係団体指導者研修会で人
権教育の機会を設定した。

19

21

社会教育課
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実績内容 実績内容

所管課
基本
目標
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の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・管理職研修会・各教科等部会等の各種研修会におい
て、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮
し，児童生徒の育成に力を尽くすことにより、男女共同
参画社会の理念の具現化を図る。

・管理職研修会・各教科等部会等の各種研修会におい
て、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮
し，児童生徒の育成に力を尽くすことにより、男女共同
参画社会の理念の具現化を図る。

・各学校では、男女共同参画社会の理念等について、校
内研修の中で人権教育の一環として取り扱っている。各
種研修会等において、その役割や発言・発案について、
性別に関わりなくその個性と能力を十分に発揮し、児童
生徒の健全な育成に努めるように指導した。

・管理職任用試験の受験については、性別ではなく、受
験できる年齢に達した希望者全員に、万全な準備を行わ
せている。登用についての権限は、県教委にあるが、男
女を問わず，管理職への意欲を高めるよう指導に努め
る。

・管理職任用試験の受験については、受験できる年齢に
達した希望者全員に、万全な準備を行わせている。登用
についての権限は、県教委にあるが、男女を問わず，管
理職への意欲を高めるよう指導に努める。

・管理職任用試験を受験できる年齢に達した希望者につ
いては、所属学校長とも連携しながら、万全な準備を
行った。平成２５年度は女性の受験者が４名おり、全員
が合格した。

22
教職員研修
の充実

学校教育課
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

各種事業の
開催日時等

の配慮
全課24
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（地域づくり課）
・さまざまな事業、会議等において、広く市民が参加で
きるように平日、土曜日、日曜日の開催や夜の開催につ
いても検討する。
（総務課）
・今後の事業及び会議等については、広く市民が参加で
きるように配慮する。
（企画課）
・今年度開催するまちづくり研究会は、平日夜間の開催
を行う。
（財政管財課）
・働いている方が参加しやすいような日程を検討し、委
員会を開催する。
(税務課)
・広く市民が参加できるよう開催曜日、開催時間などに
ついても検討する。
（商工観光課）
・広く市民が参加できるように、土曜日、日曜日の開催
や夜の開催についても検討する。
［市民生活課]
・年度末、年度始めの休日開庁を実施予定（平成21年度
から）
・狂犬病予防接種を日曜に日実施予定（平成23年度か
ら）
（福祉課）
・多くの市民に参加していただきたい研修会等は、休日
や夜間の開催についても検討する。
（健康保険課）
・若い世代の方も参加しやすいように、夜間や土曜日日
曜日にも健康教室を開催する。
(介護保険課)
・「介護予防・健康づくり大会」については、関係課と
連携しながら、広く市民が参加しやすいように開催時期
（季節）や周知方法等を検討する。
(農林水産課)
・農家等へ幅広く周知する必要のある説明会や研修会等
や各生産者組織の総会等は、地域や生産者の意向も考慮
し、今後も夜間の開催を実施する。また、農作業体験等
については、より多くの方が参加者できるよう、なるべ
く日曜日の開催とする。
（農地整備課）参集範囲を考慮し、幅広く参加を呼びか
ける会合等は、夜間や休日に開催し、多数の市民が参加
できるようにする。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
も平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　２回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　５回
　　徳重土地区画整理審議会　　　２回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　５回
（上下水道課）
・会議等においては、多くの市民が参加しやすい日時設
定を検討する。
（農業委員会）
・農業委員会定例総会は毎月２０日前後の平日に開催す
る。
（教育総務課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように土曜日、日曜日の開催や平日の夜の開催について
も検討する。

（学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。
（社会教育課）
　事業の内容や参加者に合わせた、スケジュールにより
事業を推進する。また、家庭教育学級等、平日の昼間
は、参加者が女性に偏りがちであるため、男性も参加し
やすい日時の設定を指導する。
(消防本部）
・訓練及び講習会等については、団体・事業所等からの
要望に応じて実施している。

（地域づくり課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように平日、土曜日、日曜日の開催や夜の開催について
も検討する。
(介護保険課)
・広く市民が参加しやすいように、季節を考え、土日開
催の東市来地域での「介護予防・健康づくり大会」を実
施する。
（健康保険課）
・働いている方が参加しやすいように土・日曜検診や、
夜間の教室を開催する。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
も平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　２回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　５回
　　徳重土地区画整理審議会　　　２回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　５回
(農林水産課)
・農家等へ幅広く周知する必要のある説明会や研修会等
は、地域の意向も考慮し、今後も夜間の開催を実施す
る。また、農作業体験等については、より多くの方が参
加者できるよう、なるべく日曜日の開催とする。
（社会教育課）
・事業の内容や参加者に合わせた、最も効果的なスケ
ジュールにより事業を推進する。
（財政管財課）
・働いている方が参加しやすいような日程を検討し、委
員会を開催する。
（教育総務課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように土曜日、日曜日の開催や平日の夜の開催について
も検討する。
（学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。
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（地域づくり課）
・さまざまな事業、会議等において、広く市民が参加で
きるように平日、土曜日、日曜日の開催や夜の開催につ
いても検討する。
（総務課）
・今後の事業及び会議等については、広く市民が参加で
きるように配慮する。
（企画課）
・今年度開催するまちづくり研究会は、平日夜間の開催
を行う。
（財政管財課）
・働いている方が参加しやすいような日程を検討し、委
員会を開催する。
(税務課)
・広く市民が参加できるよう開催曜日、開催時間などに
ついても検討する。
（商工観光課）
・広く市民が参加できるように、土曜日、日曜日の開催
や夜の開催についても検討する。
［市民生活課]
・年度末、年度始めの休日開庁を実施予定（平成21年度
から）
・狂犬病予防接種を日曜に日実施予定（平成23年度か
ら）
（福祉課）
・多くの市民に参加していただきたい研修会等は、休日
や夜間の開催についても検討する。
（健康保険課）
・若い世代の方も参加しやすいように、夜間や土曜日日
曜日にも健康教室を開催する。
(介護保険課)
・「介護予防・健康づくり大会」については、関係課と
連携しながら、広く市民が参加しやすいように開催時期
（季節）や周知方法等を検討する。
(農林水産課)
・農家等へ幅広く周知する必要のある説明会や研修会等
や各生産者組織の総会等は、地域や生産者の意向も考慮
し、今後も夜間の開催を実施する。また、農作業体験等
については、より多くの方が参加者できるよう、なるべ
く日曜日の開催とする。
（農地整備課）参集範囲を考慮し、幅広く参加を呼びか
ける会合等は、夜間や休日に開催し、多数の市民が参加
できるようにする。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
も平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　２回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　５回
　　徳重土地区画整理審議会　　　２回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　５回
（上下水道課）
・会議等においては、多くの市民が参加しやすい日時設
定を検討する。
（農業委員会）
・農業委員会定例総会は毎月２０日前後の平日に開催す
る。
（教育総務課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように土曜日、日曜日の開催や平日の夜の開催について
も検討する。

（学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。
（社会教育課）
　事業の内容や参加者に合わせた、スケジュールにより
事業を推進する。また、家庭教育学級等、平日の昼間
は、参加者が女性に偏りがちであるため、男性も参加し
やすい日時の設定を指導する。
(消防本部）
・訓練及び講習会等については、団体・事業所等からの
要望に応じて実施している。

（地域づくり課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように平日、土曜日、日曜日の開催や夜の開催について
も検討する。
(介護保険課)
・広く市民が参加しやすいように、季節を考え、土日開
催の東市来地域での「介護予防・健康づくり大会」を実
施する。
（健康保険課）
・働いている方が参加しやすいように土・日曜検診や、
夜間の教室を開催する。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
も平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　２回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　５回
　　徳重土地区画整理審議会　　　２回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　５回
(農林水産課)
・農家等へ幅広く周知する必要のある説明会や研修会等
は、地域の意向も考慮し、今後も夜間の開催を実施す
る。また、農作業体験等については、より多くの方が参
加者できるよう、なるべく日曜日の開催とする。
（社会教育課）
・事業の内容や参加者に合わせた、最も効果的なスケ
ジュールにより事業を推進する。
（財政管財課）
・働いている方が参加しやすいような日程を検討し、委
員会を開催する。
（教育総務課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように土曜日、日曜日の開催や平日の夜の開催について
も検討する。
（学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。

11 ページ
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）
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各種事業の
開催日時等

の配慮
全課

（地域づくり課）
・さまざまな事業、会議等において、広く市民が参加で
きるように平日、土曜日、日曜日の開催や夜の開催につ
いても検討する。
（総務課）
・今後の事業及び会議等については、広く市民が参加で
きるように配慮する。
（企画課）
・今年度開催するまちづくり研究会は、平日夜間の開催
を行う。
（財政管財課）
・働いている方が参加しやすいような日程を検討し、委
員会を開催する。
(税務課)
・広く市民が参加できるよう開催曜日、開催時間などに
ついても検討する。
（商工観光課）
・広く市民が参加できるように、土曜日、日曜日の開催
や夜の開催についても検討する。
［市民生活課]
・年度末、年度始めの休日開庁を実施予定（平成21年度
から）
・狂犬病予防接種を日曜に日実施予定（平成23年度か
ら）
（福祉課）
・多くの市民に参加していただきたい研修会等は、休日
や夜間の開催についても検討する。
（健康保険課）
・若い世代の方も参加しやすいように、夜間や土曜日日
曜日にも健康教室を開催する。
(介護保険課)
・「介護予防・健康づくり大会」については、関係課と
連携しながら、広く市民が参加しやすいように開催時期
（季節）や周知方法等を検討する。
(農林水産課)
・農家等へ幅広く周知する必要のある説明会や研修会等
や各生産者組織の総会等は、地域や生産者の意向も考慮
し、今後も夜間の開催を実施する。また、農作業体験等
については、より多くの方が参加者できるよう、なるべ
く日曜日の開催とする。
（農地整備課）参集範囲を考慮し、幅広く参加を呼びか
ける会合等は、夜間や休日に開催し、多数の市民が参加
できるようにする。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
も平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　２回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　５回
　　徳重土地区画整理審議会　　　２回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　５回
（上下水道課）
・会議等においては、多くの市民が参加しやすい日時設
定を検討する。
（農業委員会）
・農業委員会定例総会は毎月２０日前後の平日に開催す
る。
（教育総務課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように土曜日、日曜日の開催や平日の夜の開催について
も検討する。

（学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。
（社会教育課）
　事業の内容や参加者に合わせた、スケジュールにより
事業を推進する。また、家庭教育学級等、平日の昼間
は、参加者が女性に偏りがちであるため、男性も参加し
やすい日時の設定を指導する。
(消防本部）
・訓練及び講習会等については、団体・事業所等からの
要望に応じて実施している。

（地域づくり課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように平日、土曜日、日曜日の開催や夜の開催について
も検討する。
(介護保険課)
・広く市民が参加しやすいように、季節を考え、土日開
催の東市来地域での「介護予防・健康づくり大会」を実
施する。
（健康保険課）
・働いている方が参加しやすいように土・日曜検診や、
夜間の教室を開催する。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
も平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　２回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　５回
　　徳重土地区画整理審議会　　　２回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　５回
(農林水産課)
・農家等へ幅広く周知する必要のある説明会や研修会等
は、地域の意向も考慮し、今後も夜間の開催を実施す
る。また、農作業体験等については、より多くの方が参
加者できるよう、なるべく日曜日の開催とする。
（社会教育課）
・事業の内容や参加者に合わせた、最も効果的なスケ
ジュールにより事業を推進する。
（財政管財課）
・働いている方が参加しやすいような日程を検討し、委
員会を開催する。
（教育総務課）
・様々な事業、会議等において、広く市民が参加できる
ように土曜日、日曜日の開催や平日の夜の開催について
も検討する。
（学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。

（地域づくり課）
・広く市民が参加できるように、土曜日、日曜日の開催
や夜の開催について考慮し対応した。
①日置市男女共同参画推進講演会と男女共同参画懇話会
の休日開催
②まちづくりを語る会の夜間開催
(総務課）
総合防災訓練や原子力総合防災訓練など市民が参加する
行事については、休日に開催した。
（企画課）
・平成26年度からのまちづくり研究会第５期生を募集す
る際に、定例会については平日夜間で開催する旨表記し
募集を行った。
（財政管財課）
・委員の都合を確認し、日程調整の上、委員会を平日に
開催した。
（商工観光課）
・説明会等の開催がなかった。なお、各種のイベントは
土曜日、日曜日に開催している。イベント等の実行員会
等は夜間に開催している。
（福祉課）
・平日開催であるが、対象者の多くが参加できるようゆ
のもと保育所民間移管に係る保護者説明会を午後７時の
開催とした。
（健康保険課）
・総合健診は土・日曜健診を実施。結果説明会を夜間に
も開催した。
・肺がん検診、子宮乳がん検診も休日検診を実施した。
・健康教室を働いている人を考慮し夜間に開催した。

(介護保険課)
・東市来地域で、11月の土曜日に開催し210人の参加者で
あった。内容は充実していたが、参加呼びかけについて
検討が必要。
 (農林水産課）
・農業者戸別所得補償制度等事業説明会や畜産部会員研
修会については、夜間も実施している。また、認定農業
者連絡会、茶業振興会、いちご部会等の総会・研修会も
夜間に実施、さらに、稲刈り・芋掘り等農業体験につい
ては、ほぼ日曜日に実施している。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
もに平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　０回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　３回
　　徳重土地区画整理審議会　　　１回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　２回
(農業委員会）
・農業委員会定例総会は毎月27日前後の平日に開催し
た。
（教育総務課）
・事業、会議等については、土曜日、日曜日において行
うべきものは特になかった。なお、南九州美術展におけ
る学校教員等の実行委員会については、授業に支障がな
いようにするとともに、女性教諭等に配慮し17時以降の
時間帯を避け15：30～16：45までに終了する等、可能な
かぎり対応した。
 (学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。
（社会教育課）
　各種団体の役員、児童・生徒等の日程を考慮し、土曜
日、日曜日の開催や夜の開催など、市民のニーズに応じ
た事業の推進に努めた。

12 ページ
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・生涯学習講座生の人権意識の高揚を図る。
・社会教育学級（高齢者、女性、青年）での学習機会の
充実を図る。

・生涯学習講座生の人権意識の高揚を図る。
・社会教育学級（高齢者、女性、青年）での学習機会の
充実を図る。

・各講座、男女に関係なく講座への参加が得られてい
る。
・公民館講座開講式、閉講式の講演の中でも人権問題に
ついて触れてもらい啓発を行った。
・社会教育学級でも講話や視聴覚教材を活用し男女共同
参画についての意識の啓発を図った。

・市広報誌やお知らせ版、そしてホームページ等を活用
して、広く市民に学習情報を発信する。
・男女共同参画推進懇話会との連携を図り、市民への広
報・啓発活動に努める。
・視聴覚教材の利用・活用の推進を図る。

　生涯学習大会、公民館講座及び各社会教育関係団体の
会合等において、男女共同参画、ハラスメント、人権教
育等に関わる講話を行うほか、それらに関する視聴覚教
材の貸出し推進も図っていく。
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各種事業の
開催日時等

の配慮
全課

25
公民館講座
の活用

社会教育課

26

生涯学習情
報の提供及
びネットワー
クの整備

社会教育課

（地域づくり課）
・広く市民が参加できるように、土曜日、日曜日の開催
や夜の開催について考慮し対応した。
①日置市男女共同参画推進講演会と男女共同参画懇話会
の休日開催
②まちづくりを語る会の夜間開催
(総務課）
総合防災訓練や原子力総合防災訓練など市民が参加する
行事については、休日に開催した。
（企画課）
・平成26年度からのまちづくり研究会第５期生を募集す
る際に、定例会については平日夜間で開催する旨表記し
募集を行った。
（財政管財課）
・委員の都合を確認し、日程調整の上、委員会を平日に
開催した。
（商工観光課）
・説明会等の開催がなかった。なお、各種のイベントは
土曜日、日曜日に開催している。イベント等の実行員会
等は夜間に開催している。
（福祉課）
・平日開催であるが、対象者の多くが参加できるようゆ
のもと保育所民間移管に係る保護者説明会を午後７時の
開催とした。
（健康保険課）
・総合健診は土・日曜健診を実施。結果説明会を夜間に
も開催した。
・肺がん検診、子宮乳がん検診も休日検診を実施した。
・健康教室を働いている人を考慮し夜間に開催した。

(介護保険課)
・東市来地域で、11月の土曜日に開催し210人の参加者で
あった。内容は充実していたが、参加呼びかけについて
検討が必要。
 (農林水産課）
・農業者戸別所得補償制度等事業説明会や畜産部会員研
修会については、夜間も実施している。また、認定農業
者連絡会、茶業振興会、いちご部会等の総会・研修会も
夜間に実施、さらに、稲刈り・芋掘り等農業体験につい
ては、ほぼ日曜日に実施している。
（建設課）
・伊集院駅周辺整備検討委員会・土地区画整理審議会と
もに平日に開催
　　都市計画審議会　　　　　　　０回
　　伊集院駅周辺整備検討委員会　３回
　　徳重土地区画整理審議会　　　１回
　　湯之元第一地区土地区画整理審議会　２回
(農業委員会）
・農業委員会定例総会は毎月27日前後の平日に開催し
た。
（教育総務課）
・事業、会議等については、土曜日、日曜日において行
うべきものは特になかった。なお、南九州美術展におけ
る学校教員等の実行委員会については、授業に支障がな
いようにするとともに、女性教諭等に配慮し17時以降の
時間帯を避け15：30～16：45までに終了する等、可能な
かぎり対応した。
 (学校教育課）
・日曜参観，「地域がはぐくむかごしまの教育県民週
間」等の充実を図るよう指導する。
（社会教育課）
　各種団体の役員、児童・生徒等の日程を考慮し、土曜
日、日曜日の開催や夜の開催など、市民のニーズに応じ
た事業の推進に努めた。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

　生涯学習大会などにおいて、人権問題に関する啓発資
料を作成し、市民への啓発を図っている。また、家庭教
育学級、各社会教育関係団体指導者研修会においても人
権教育の資料を配布し情報提供に努めた。
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④
　
生
涯
を
通
し
た
学
習
活
動
の
支
援

26

生涯学習情
報の提供及
びネットワー
クの整備

社会教育課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・理科や道徳、保健体育の授業を中心に生命尊重の教育
を推進する。学校においては、全体計画を作成し、計画
的に指導させる。

・理科や道徳、保健体育の授業を中心に生命尊重の教育
を推進する。また､全体計画の見直しを図りながら、計画
的な指導を推進する。

・理科や道徳、保健体育の授業を中心に生命尊重の教育が
推進された。また､学級活動の時間等や､あらゆる機会をとら
えて生命尊重の指導を行っている。全小中学校で、全体計画
を作成し、計画的に指導している。また，健康保険課の「いの
ちのふれあい体験学習」の各学校での推進を図った。

・授業を通した研修の機会を設定し、さらに教職員の資
質の向上を図る。

・授業を通した研修の機会を設定し、さらに教職員の資
質の向上を図る。

・管理職研修会や養護教諭等研修会等において、学校の研修
計画の中にも性に関する指導の研修を位置づけ、校内研修
等により、教職員の資質の向上を図るよう指導した。

・性に関する指導を通した研修の機会を設定し、授業参
観や授業研究等を行うことにより保健主任､養護教諭の資
質の向上を図る。

・性に関する指導を通した研修の機会を設定し、授業参
観や授業研究等を行うことにより保健主任､養護教諭の資
質の向上を図る。

・保健主任､養護教諭等研修会等を開催し、授業や校内研修
等でいのちに関する指導が計画的に行われるよう指導すると
ともに、資質の向上を図った。

・青少年健全育成組織の連携を一層深めるようにする。
・各種青少年健全育成会議等で、女性差別を中心とし
た、人権感覚の意識を高める機会を設ける。

・市青少年育成組織や各地域の青少年育成組織との連携
を深めるとともに情報共有に努める。
・街頭補導やパトロール等の活動を通して、有害図書等
の監視・環境浄化を図るなど女性の人権を尊重する意識
の高揚に努める。

・「青少年育成市民会議」等、各青少年健全育成組織活
動の改善を図ることができた。
・市少年補導センターにおいては、地域ごとに組織を編
成し、年６回から９回、市街地及び公園や神社等の巡回
補導に努めた。また、これら巡回補導等の環境浄化活動
が、子どもたちや女性の人権を尊重する意識の高揚を図
ることにつながった。
・市内に設置されていた有害図書販売機移転について、
地域を通じ撤退をお願いしていたところ、契約更新がな
されず市内からの撤退が実現した。

学校教育課

30

29

28

教職員の性
に関する教
育の研修の
充実

27

小・中学校に
おける性に
関する教育
の充実（理
科・道徳・保
健体育）

学校保健担
当者会の開
催

学校教育課

学校教育課

青少年の健
全育成

社会教育課

※基本計画
では学校教
育課となっ
ております
が、実施は
社会教育課
にて対応

　
　
　
基
本
目
標
Ⅰ
　
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
た
男
女
平
等
意
識
の
確
立

　
　
　
重
点
課
題
３
　
い
の
ち
と
性
の
尊
重

　
　
　
①
　
い
の
ち
と
性
を
尊
重
す
る
教
育
の
推
進
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・前年度に引き続き、性と生殖に関する健康と権利（リ
プロダクティブ・ヘルス／ライツ）を含め、女性と男性
の身体的特徴、健康上の問題について健康保険課と連携
し「広報ひおき」などの媒体を活用して啓発することを
検討する。

・性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ）を含め、女性と男性の身体的特徴、健康
上の問題について健康保険課と連携し「広報ひおき」な
どの媒体を活用して啓発することを検討する。

特に取り組まなかった。

・性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ）を含め、女性と男性の身体的特徴、健康
上の問題についての啓発パンフレットの作成を健康保険
課と連携し検討する。

・性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ）を含め、女性と男性の身体的特徴、健康
上の問題についての啓発パンフレットの作成を健康保険
課と連携し検討する。

特に取り組まなかった。

・｢命ふれあい体験」では小学校・中学校の児童生徒に対
し妊娠シュミレーターを使い男女共に妊婦体験をしても
らったり、赤ちゃん人形でおむつ交換を体験させてい
る。

・｢命ふれあい体験」教室では小学校・中学校の児童生徒
に対し妊娠シミュレーターを用い男女共に妊婦体験や、
赤ちゃん人形でのおむつ交換等の体験を通して命の尊さ
を学ぶ機会とする。

・市内中学校 17回 509名が参加し、男子生徒には父親の役
割や妊婦への心遣いなどについて学んでもらった。

・パンフレット、お知らせ版等で広報していく。 ・県と連携しながら、パンフレットやお知らせ版等を活
用して広報・啓発活動を行う。

・県からのポスターを庁舎に掲載した。
・県からの配布用パンフレットを窓口カウンターに設置した。
・エイズ予防月間に広報誌にてHIV・エイズに関する記事を掲
載した

31

33
ライフステー
ジに応じた
健康講座

32
啓発パンフ
レットの配布

地域づくり課

健康保険課

「広報ひお
き」等の媒体
を通した性と
生殖に関す
る健康と権
利（リプロダ
クティブ・ヘ
ルス／ライ
ツ）の啓発

地域づくり課

健康保険課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅰ
　
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
た
男
女
平
等
意
識
の
確
立

　
　
　
重
点
課
題
３
　
い
の
ち
と
性
の
尊
重

　
　
　
②
　
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

）
の
啓
発

34

ＨＩＶ／エイ
ズ、性感染
症予防につ
いての啓発
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・「女性に対する暴力をなくす運動」のポスター、チラ
シ、相談先カードを日置市内のあらゆる機関に配布す
る。
・パープルツリーの設置。
・市ホームページにて「女性に対する暴力をなくす運
動」の啓発を行う。
・懇話会と協働で啓発活動を行う。

・「女性に対する暴力をなくす運動」のポスター、チラ
シ、相談先カードを日置市内のあらゆる機関に配布す
る。
・パープルツリーの設置。
・市ホームページにて「女性に対する暴力をなくす運
動」の啓発を行う。
・懇話会と協働で啓発活動を行う。

・県から送付された「女性に対する暴力をなくす運動」
のポスター、チラシを日置市役所本庁・各支所の窓口、
日置市内の医療機関に配布し、チラシについては市内全
域自治会班回覧を行った。
・市ホームページにて「女性のための法律110番
（11/20）」の情報提供を行った。
・DV防止週間にあわせ、本庁ロビーにパープルツリーを
設置した。

・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法
律など関係法令を「広報ひおき」等で掲載を検討する。

・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法
律など関係法令を「広報ひおき」等で掲載を検討する。

・市民のための相談室のチラシの裏に、「いろいろな暴
力の種類」を掲載し、日置市男女共同参画講演会で配
布。また、市民課窓口や図書館、地区公民館へ設置し
た。
・平成25年11月号の広報ひおきに「ＤＶ防止」の特集記
事を掲載した。

・警察・女性相談センター・児童相談所等関係機関との
連携強化を図る。

・警察・女性相談センター・児童相談所等関係機関との
連携を深め、迅速に適切に対応する。

・警察、婦人相談所、児童相談所等関係機関と連携して、被
害者の安全確保を図った。

・警察・女性相談センター・児童相談所等関係機関及び
関係各課との連携強化を図る。

・警察・女性相談センター・児童相談所等関係機関及び
関係各課との連携強化を図る。

・相談内容により関係機関と連携を図り、相談体制を充実させ
た。（連携を図った女性相談　10件、児童虐待相談　0件）

関係機関（警
察・婦人相談
所・児童相談
所）との連携
強化

福祉課

「女性に対す
る暴力をなく
す運動」実施
期間等にお
ける効果的
な広報啓発

暴力に関す
る相談体制
の充実

福祉課

配偶者から
の暴力の防
止及び被害
者の保護に
関する法律
など関係法
令の広報周
知

地域づくり課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅰ
　
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
た
男
女
平
等
意
識
の
確
立

　
　
　
重
点
課
題
３
　
い
の
ち
と
性
の
尊
重

　
　
　
③
　
児
童
・
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

38

35

36

37

地域づくり課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（福祉課）
・建設課との連携を図り、必要に応じて優先的な対応を
依頼する。
（建設課）
・ＤＶ被害者から入居申込みの場合、福祉課と連携をと
り、目的外使用として、優先的に入居できるよう取り組
む。

（福祉課）
・建設課との連携を図り、必要に応じて優先的な対応を
依頼する。
（建設課）
・ＤＶ被害者から入居申込みの場合、福祉課と連携をと
り、目的外使用として、優先的に入居できるよう取り組
む。

（福祉課）
・DV被害事案がなかった。
(建設課）
・ＤＶ等被害者の優先入居はなかった。

・ＰＴＡや地域との連携を図り、スクールガードリー
ダー等を組織し、地域ぐるみで児童・生徒の安全確保に
努める。

・ＰＴＡや地域との連携を図り、スクールガードリー
ダー等を組織し、地域ぐるみで児童・生徒の安全確保に
努める。

・スクールガードリーダー（４名）､スクールガード（２
３７名），防犯ボランティア（５５名）やＰＴＡによる､
児童・生徒の登下校を中心とした見守りや安全指導がな
された。

　主任児童委員と福祉課の連携を図る。 民生委員・児童委員及び主任児童委員と福祉課の連携を
図る。

市営住宅の
優先入居に
ついての検
討

民生・児童委
員との連携

福祉課41

　
　
　
③
　
児
童
・
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

建設課
福祉課

ＰＴＡや地域
住民の協力
による地域
パトロール等
安全確保の
ための地域
防犯対策

学校教育課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅰ
　
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
た
男
女
平
等
意
識
の
確
立

　
　
　
重
点
課
題
３
　
い
の
ち
と
性
の
尊
重

39

40
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・主任児童委員による子育て家庭や学校の訪問を実施し
た。
　主任児童委員は、研修視察等を年３回実施した。

民生・児童委
員との連携

福祉課41

　
　
　
③
　
児
童
・
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　
　
　
基
本
目
標
Ⅰ
　
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
た
男
女
平
等
意
識
の
確
立

　
　
　
重
点
課
題
３
　
い
の
ち
と
性
の
尊
重
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・セクシャル・ハラスメントの防止についての研修会を
機会を捉えて実施していく。

・セクシャル・ハラスメントの防止についての研修会を
機会を捉えて実施していく。

・「ハラスメント研修」を実施し、現状と課題の把握を
行い、今後の取り組み方針等を検討した。

・セクシャル・ハラスメントの防止について、管理職研
修会等で周知徹底するとともに、校内における「相談窓
口」の機能を果たす機関等を位置づけさせる。
さらに学校教育課の「相談窓口」の周知を図る。

・服務指導の徹底とセクシャル・ハラスメントの防止に
ついて、管理職研修会等で指導を徹底するとともに、校
内における「相談窓口」の機能を果たす機関等を位置づ
けさせる。

・服務指導でセクシャル・ハラスメントに関する内容を
必ず指導すること、校内研修等でリーフレットを活用し､
不適切な言動等について具体的な指導を行うよう指導し
た。各学校では「信頼される学校づくり委員会」を設置
し、外部からの意見等もいただいた。教育委員会の相談
窓口も各学校に周知した。

セクシュア
ル・ハラスメ
ント防止に向
けた学習会・
研修会等の
開催

総務課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅰ
　
人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
た
男
女
平
等
意
識
の
確
立

　
　
　
重
点
課
題
３
　
い
の
ち
と
性
の
尊
重

　
　
　
④
　
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
推
進

43

教職員の服
務規律厳正
確保の徹底
指導

学校教育課

42
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

審議会・委員
会等への女
性の登用

全課44

　
　
　
重
点
課
題
４
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
支
援

　
　
　
①
　
女
性
の
積
極
的
な
参
画
促
進

（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、委
員会・審議会等の委員の女性登用率を全体で平成26年度
末までに30％達成を目指し、時期をとらえ、所管課に積
極的な改善・措置をしてもらうよう、依頼をする。
（総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、
偏った委員選出をしない。
（企画課)
・委員を選出する際は、可能な限り男女共同参画の視点
に沿って選出に努める。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
(税務課)
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（商工観光課）
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
(市民生活課)
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、
偏った委員選出をしない。
（福祉課）
・委員の選出には、男性または女性に偏った委員の選出
を行うことがないよう、団体の代表にこだわらず、適任
者の推薦を依頼する。
（健康保険課）
・健康づくり推進協議会等の委員を選出する際は、男女
共同参画の視点で選出する。
（介護保険課）
・介護保険事業計画策定策定委員会、地域包括支援セン
ター運営協議会等委員については、専門性に留意しつ
つ、男女共同参画の視点に留意して選任を行う。
(農林水産課)
・審議会や協議会の委員等の登用の際は、男女共同参画
の視点に沿って選出に努める。
（農地整備課）
協議会委員の選出において、可能な限り男女共同参画の
視点で選出する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
（上下水道課）
・協議会委員の選出においては、男女共同参画の視点で
選出する。
（農業委員会）
・女性農業委員（選挙区２人、議会推薦１人）をめざ
す。
（教育総務課）
・審議会・委員会等の委員登用に際しては、女性の参画
促進に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼する。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。

（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、男
性または女性に偏った委員の選出を行うことがないよう
に各課に周知する。
（上下水道課）
・下水道審議会（日置市の公共下水道事業の適正かつ合
理的な運営を図る。）
・水道事業運営審議会（日置市の水道事業の適正かつ合
理的な運営と健全な経営を図る。）
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。
(介護保険課)
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
(健康保険課/診療所）
・診療所運営審査委員会は平成24年度で廃止し、日置市
診療所及び日置市特別養護老人ホーム青松園運営審査会
へ意向した。男女を問わず委員は選定しているが、委員
３名(学識経験者)のうち全て男性。
（健康保険課）
・男女を問わず委員に選定する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
(農林水産課)
・審議会や協議会の委員等の登用の際は、男女共同参画
の視点に沿って選出に努める。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
(市民生活課)
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、
偏った委員選出をしない。
（企画課）
・総合計画審議会、地域審議会は、第5期委員選定とな
り、関係機関に各代表の選出や学識経験者を選定する
際、男女問わず委員選出に努める。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
（教育総務課）
・審議会・委員会等の委員登用に際しては、女性の参画
促進に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼する。
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（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、委
員会・審議会等の委員の女性登用率を全体で平成26年度
末までに30％達成を目指し、時期をとらえ、所管課に積
極的な改善・措置をしてもらうよう、依頼をする。
（総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、
偏った委員選出をしない。
（企画課)
・委員を選出する際は、可能な限り男女共同参画の視点
に沿って選出に努める。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
(税務課)
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（商工観光課）
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
(市民生活課)
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、
偏った委員選出をしない。
（福祉課）
・委員の選出には、男性または女性に偏った委員の選出
を行うことがないよう、団体の代表にこだわらず、適任
者の推薦を依頼する。
（健康保険課）
・健康づくり推進協議会等の委員を選出する際は、男女
共同参画の視点で選出する。
（介護保険課）
・介護保険事業計画策定策定委員会、地域包括支援セン
ター運営協議会等委員については、専門性に留意しつ
つ、男女共同参画の視点に留意して選任を行う。
(農林水産課)
・審議会や協議会の委員等の登用の際は、男女共同参画
の視点に沿って選出に努める。
（農地整備課）
協議会委員の選出において、可能な限り男女共同参画の
視点で選出する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
（上下水道課）
・協議会委員の選出においては、男女共同参画の視点で
選出する。
（農業委員会）
・女性農業委員（選挙区２人、議会推薦１人）をめざ
す。
（教育総務課）
・審議会・委員会等の委員登用に際しては、女性の参画
促進に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼する。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。

（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、男
性または女性に偏った委員の選出を行うことがないよう
に各課に周知する。
（上下水道課）
・下水道審議会（日置市の公共下水道事業の適正かつ合
理的な運営を図る。）
・水道事業運営審議会（日置市の水道事業の適正かつ合
理的な運営と健全な経営を図る。）
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。
(介護保険課)
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
(健康保険課/診療所）
・診療所運営審査委員会は平成24年度で廃止し、日置市
診療所及び日置市特別養護老人ホーム青松園運営審査会
へ意向した。男女を問わず委員は選定しているが、委員
３名(学識経験者)のうち全て男性。
（健康保険課）
・男女を問わず委員に選定する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
(農林水産課)
・審議会や協議会の委員等の登用の際は、男女共同参画
の視点に沿って選出に努める。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
(市民生活課)
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、
偏った委員選出をしない。
（企画課）
・総合計画審議会、地域審議会は、第5期委員選定とな
り、関係機関に各代表の選出や学識経験者を選定する
際、男女問わず委員選出に努める。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
（教育総務課）
・審議会・委員会等の委員登用に際しては、女性の参画
促進に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼する。
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(地域づくり課）
・平成25年６月議会の一般質問の市長答弁で、平成26年
度に委員会・審議会等の委員への女性登用30％達成を目
標に掲げたことにより、掲示板でも改善・措置を各課に
依頼した。
（総務課）
・女性委員の登用については、委員改選時に検討し登用
を行った。
　行政改革推進委員会　６人/防災会議　２人
　国民保護協議会　１人/交通安全市民運動推進協議会
４人/安心安全まちづくり会議　１人/明るい選挙推進協
議会　７人
（企画課）
・総合計画審議会、地域審議会は、第5期委員選定とな
り、関係機関に各代表の選出や学識経験者を選定する
際、男女問わず委員選出に努め、合計17人の女性委員が
選任された。
まちづくり研究会第５期生公募において男女問わず委員
公募に努め、５人の女性委員の応募があった。
（財政管財課）
・男女の別に関係なく、委員会の内容に応じて必要な方
を委員に登用している。
（商工観光課）
・委員等の設置はなかった。
(市民生活課）
・環境保全協働推進会議委員（18人）については、継続
事業推進の必要性から再登用した（女性3人）。
・環境保全審議会委員（15人）については、各地域から
女性委員を選出している。（４人）
・人権擁護委員の推薦にあたり女性を選出した。
（福祉課）
・委員の選出には、男性または女性に偏った委員の選出
を行うことがないように配慮した。
・子ども子育て支援会議においては、公募委員３人が女
性である。
(健康保険課/診療所）
・日置市診療所及び日置市特別養護老人ホーム青松園運
営審査会は。男女を問わず委員は選定しているが、委員
３名(学識経験者)のうち全て男性。
(健康保険課)
・国民健康保険運営委員会においては委員13名のうち、3
名が女性。平成25年度で委員改選。(任期２年)
・健康づくり推進協議会においては25人中10人が女性で
ある。
(介護保険課)
・地域包括支援センター運営協議会(女性委員5人)、虐待
防止ネットワーク協議会(女性委員4人)、地域密着型サー
ビス運営協議会(女性委員5人)において、可能な限り、男
女共同参画の視点も含めて委員を選出している。
(農林水産課)
・農政審議会委員17人中、4人が女性委員である。(任期:
平成25年4月1日～平成27年3月31日)
・食育推進協議会委員19人中、10人が女性委員である。
(任期:平成24年4月1日～平成26年3月31日)
・人・農地プラン検討会委員15人中、6人が女性委員であ
る。（任期：平成24年4月1日～平成26年3月31日）
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用している。

・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用している。
（上下水道課）
・下水道審議会は未開催（女性委員2名）
・水道事業運営審議会は未開催(女性委員２名)
(農業委員会）
・女性農業委員（選挙区１人、議会推薦１人）の選出を
めざす。
・女性農業委員は選挙区の１人となった。
（教育総務課）
・給食センター運営委委員会や奨学生選考委員会の委員
については、学校長及びPTA会長、学識経験者、給食担当
者代表等となっている。
　女性委員の割合は、給食センター運営委員会15.4％、
奨学生選考委員会22.2％、教育委員20.0％となった。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼した。
（社会教育課）
・平成25年７月末、任期満了にて改選を行った市社会教
育委員については、定数13名中5名に女性委員を登用し
た。その結果、女性委員の登用率が38.5％となった。
(消防本部）
・消防委員会の委員14人中、女性委員１人（議会選出）
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(地域づくり課）
・平成25年６月議会の一般質問の市長答弁で、平成26年
度に委員会・審議会等の委員への女性登用30％達成を目
標に掲げたことにより、掲示板でも改善・措置を各課に
依頼した。
（総務課）
・女性委員の登用については、委員改選時に検討し登用
を行った。
　行政改革推進委員会　６人/防災会議　２人
　国民保護協議会　１人/交通安全市民運動推進協議会
４人/安心安全まちづくり会議　１人/明るい選挙推進協
議会　７人
（企画課）
・総合計画審議会、地域審議会は、第5期委員選定とな
り、関係機関に各代表の選出や学識経験者を選定する
際、男女問わず委員選出に努め、合計17人の女性委員が
選任された。
まちづくり研究会第５期生公募において男女問わず委員
公募に努め、５人の女性委員の応募があった。
（財政管財課）
・男女の別に関係なく、委員会の内容に応じて必要な方
を委員に登用している。
（商工観光課）
・委員等の設置はなかった。
(市民生活課）
・環境保全協働推進会議委員（18人）については、継続
事業推進の必要性から再登用した（女性3人）。
・環境保全審議会委員（15人）については、各地域から
女性委員を選出している。（４人）
・人権擁護委員の推薦にあたり女性を選出した。
（福祉課）
・委員の選出には、男性または女性に偏った委員の選出
を行うことがないように配慮した。
・子ども子育て支援会議においては、公募委員３人が女
性である。
(健康保険課/診療所）
・日置市診療所及び日置市特別養護老人ホーム青松園運
営審査会は。男女を問わず委員は選定しているが、委員
３名(学識経験者)のうち全て男性。
(健康保険課)
・国民健康保険運営委員会においては委員13名のうち、3
名が女性。平成25年度で委員改選。(任期２年)
・健康づくり推進協議会においては25人中10人が女性で
ある。
(介護保険課)
・地域包括支援センター運営協議会(女性委員5人)、虐待
防止ネットワーク協議会(女性委員4人)、地域密着型サー
ビス運営協議会(女性委員5人)において、可能な限り、男
女共同参画の視点も含めて委員を選出している。
(農林水産課)
・農政審議会委員17人中、4人が女性委員である。(任期:
平成25年4月1日～平成27年3月31日)
・食育推進協議会委員19人中、10人が女性委員である。
(任期:平成24年4月1日～平成26年3月31日)
・人・農地プラン検討会委員15人中、6人が女性委員であ
る。（任期：平成24年4月1日～平成26年3月31日）
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用している。

・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用している。
（上下水道課）
・下水道審議会は未開催（女性委員2名）
・水道事業運営審議会は未開催(女性委員２名)
(農業委員会）
・女性農業委員（選挙区１人、議会推薦１人）の選出を
めざす。
・女性農業委員は選挙区の１人となった。
（教育総務課）
・給食センター運営委委員会や奨学生選考委員会の委員
については、学校長及びPTA会長、学識経験者、給食担当
者代表等となっている。
　女性委員の割合は、給食センター運営委員会15.4％、
奨学生選考委員会22.2％、教育委員20.0％となった。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼した。
（社会教育課）
・平成25年７月末、任期満了にて改選を行った市社会教
育委員については、定数13名中5名に女性委員を登用し
た。その結果、女性委員の登用率が38.5％となった。
(消防本部）
・消防委員会の委員14人中、女性委員１人（議会選出）
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

(地域づくり課）
・平成25年６月議会の一般質問の市長答弁で、平成26年
度に委員会・審議会等の委員への女性登用30％達成を目
標に掲げたことにより、掲示板でも改善・措置を各課に
依頼した。
（総務課）
・女性委員の登用については、委員改選時に検討し登用
を行った。
　行政改革推進委員会　６人/防災会議　２人
　国民保護協議会　１人/交通安全市民運動推進協議会
４人/安心安全まちづくり会議　１人/明るい選挙推進協
議会　７人
（企画課）
・総合計画審議会、地域審議会は、第5期委員選定とな
り、関係機関に各代表の選出や学識経験者を選定する
際、男女問わず委員選出に努め、合計17人の女性委員が
選任された。
まちづくり研究会第５期生公募において男女問わず委員
公募に努め、５人の女性委員の応募があった。
（財政管財課）
・男女の別に関係なく、委員会の内容に応じて必要な方
を委員に登用している。
（商工観光課）
・委員等の設置はなかった。
(市民生活課）
・環境保全協働推進会議委員（18人）については、継続
事業推進の必要性から再登用した（女性3人）。
・環境保全審議会委員（15人）については、各地域から
女性委員を選出している。（４人）
・人権擁護委員の推薦にあたり女性を選出した。
（福祉課）
・委員の選出には、男性または女性に偏った委員の選出
を行うことがないように配慮した。
・子ども子育て支援会議においては、公募委員３人が女
性である。
(健康保険課/診療所）
・日置市診療所及び日置市特別養護老人ホーム青松園運
営審査会は。男女を問わず委員は選定しているが、委員
３名(学識経験者)のうち全て男性。
(健康保険課)
・国民健康保険運営委員会においては委員13名のうち、3
名が女性。平成25年度で委員改選。(任期２年)
・健康づくり推進協議会においては25人中10人が女性で
ある。
(介護保険課)
・地域包括支援センター運営協議会(女性委員5人)、虐待
防止ネットワーク協議会(女性委員4人)、地域密着型サー
ビス運営協議会(女性委員5人)において、可能な限り、男
女共同参画の視点も含めて委員を選出している。
(農林水産課)
・農政審議会委員17人中、4人が女性委員である。(任期:
平成25年4月1日～平成27年3月31日)
・食育推進協議会委員19人中、10人が女性委員である。
(任期:平成24年4月1日～平成26年3月31日)
・人・農地プラン検討会委員15人中、6人が女性委員であ
る。（任期：平成24年4月1日～平成26年3月31日）
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用している。

・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用している。
（上下水道課）
・下水道審議会は未開催（女性委員2名）
・水道事業運営審議会は未開催(女性委員２名)
(農業委員会）
・女性農業委員（選挙区１人、議会推薦１人）の選出を
めざす。
・女性農業委員は選挙区の１人となった。
（教育総務課）
・給食センター運営委委員会や奨学生選考委員会の委員
については、学校長及びPTA会長、学識経験者、給食担当
者代表等となっている。
　女性委員の割合は、給食センター運営委員会15.4％、
奨学生選考委員会22.2％、教育委員20.0％となった。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼した。
（社会教育課）
・平成25年７月末、任期満了にて改選を行った市社会教
育委員については、定数13名中5名に女性委員を登用し
た。その結果、女性委員の登用率が38.5％となった。
(消防本部）
・消防委員会の委員14人中、女性委員１人（議会選出）
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日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

登用におけ
る慣行の見

直し
全課

（地域づくり課）
・男性または女性に偏った委員の選出を行うことがない
ようにし、市の様々な組織から委員の選出を行うように
各課で検討をする。
(介護保険課)
・委員構成の際、慣行にとらわれず、男女共同参画の視
点で委員の選出を行う。
（健康保険課）
・市の様々な組織から委員の選出を行うよう検討する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
（教育総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性や女性の関係な
く依頼する。

（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、委
員会・審議会等の委員の女性登用率を全体で平成26年度
末までに30％達成を目指し、時期をとらえ、所管課に積
極的な改善・措置をしてもらうよう、依頼をする。
（総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（企画課）
・各種団体からの委員選任の際は、前例に捉われること
なく、委員の登用を働きかける。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
税務課)
・男性、女性に偏った委員の選出を行うことがないよう
に様々な組織から委員の選出を検討する。
（商工観光課）
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
（市民生活課）
・委員構成に当たっては、男女共同参画の視点で委員の
選出を行う。
（福祉課）
・各種計画策定に係る策定委員会の委員について、役職
に関係なく適切な委員の選出を各種団体に依頼を行う。
（健康保険課）
・委員選出の際は、様々な組織から男女共同参画の視点
で行うよう検討する。
(介護保険課)
・委員構成の際、慣行にとらわれず、男女共同参画の視
点委員の選出を行う。
（農林水産課）
・委員改選時は各審議会等の内容に沿って男女共同参画
の視点で農林水産業分野における女性の意見等が反映さ
れることの重要性を意識して選出方法の見直しを検討す
る。
（農地整備課）
委員改選の際は、様々な組織から選出するよう検討す
る。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
の登用を図る。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員の登用を図る。
（上下水道課）
・協議会委員の選出においては、男女共同参画の視点で
選出し、様々な組織からの選出を検討する。
（農業委員会）
・農業委員会会長が中心となり、関係機関等で女性の立
候補を呼びかける。
・選任委員については、推薦母体である各種関係機関へ
女性の登用を要請する。
（教育総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性や女性の関係な
く依頼する。 （社会教育課）
・社会教育委員以外においても、改選の際は、前例に捉
われることなく男女共同参画の視点に立ち、女性委員の
登用を働きかける。
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

登用におけ
る慣行の見

直し
全課

（地域づくり課）
・男性または女性に偏った委員の選出を行うことがない
ようにし、市の様々な組織から委員の選出を行うように
各課で検討をする。
(介護保険課)
・委員構成の際、慣行にとらわれず、男女共同参画の視
点で委員の選出を行う。
（健康保険課）
・市の様々な組織から委員の選出を行うよう検討する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
（教育総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性や女性の関係な
く依頼する。

（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、委
員会・審議会等の委員の女性登用率を全体で平成26年度
末までに30％達成を目指し、時期をとらえ、所管課に積
極的な改善・措置をしてもらうよう、依頼をする。
（総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（企画課）
・各種団体からの委員選任の際は、前例に捉われること
なく、委員の登用を働きかける。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
税務課)
・男性、女性に偏った委員の選出を行うことがないよう
に様々な組織から委員の選出を検討する。
（商工観光課）
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
（市民生活課）
・委員構成に当たっては、男女共同参画の視点で委員の
選出を行う。
（福祉課）
・各種計画策定に係る策定委員会の委員について、役職
に関係なく適切な委員の選出を各種団体に依頼を行う。
（健康保険課）
・委員選出の際は、様々な組織から男女共同参画の視点
で行うよう検討する。
(介護保険課)
・委員構成の際、慣行にとらわれず、男女共同参画の視
点委員の選出を行う。
（農林水産課）
・委員改選時は各審議会等の内容に沿って男女共同参画
の視点で農林水産業分野における女性の意見等が反映さ
れることの重要性を意識して選出方法の見直しを検討す
る。
（農地整備課）
委員改選の際は、様々な組織から選出するよう検討す
る。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
の登用を図る。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員の登用を図る。
（上下水道課）
・協議会委員の選出においては、男女共同参画の視点で
選出し、様々な組織からの選出を検討する。
（農業委員会）
・農業委員会会長が中心となり、関係機関等で女性の立
候補を呼びかける。
・選任委員については、推薦母体である各種関係機関へ
女性の登用を要請する。
（教育総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性や女性の関係な
く依頼する。 （社会教育課）
・社会教育委員以外においても、改選の際は、前例に捉
われることなく男女共同参画の視点に立ち、女性委員の
登用を働きかける。
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

登用におけ
る慣行の見

直し
全課

（地域づくり課）
・男性または女性に偏った委員の選出を行うことがない
ようにし、市の様々な組織から委員の選出を行うように
各課で検討をする。
(介護保険課)
・委員構成の際、慣行にとらわれず、男女共同参画の視
点で委員の選出を行う。
（健康保険課）
・市の様々な組織から委員の選出を行うよう検討する。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
を登用したい。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員を登用したい。
（社会教育課）
・委員改選の際は、前例に捉われることなく男女共同参
画の視点に立ち、女性委員の登用を働きかける。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
（教育総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性や女性の関係な
く依頼する。

（地域づくり課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で行い、委
員会・審議会等の委員の女性登用率を全体で平成26年度
末までに30％達成を目指し、時期をとらえ、所管課に積
極的な改善・措置をしてもらうよう、依頼をする。
（総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（企画課）
・各種団体からの委員選任の際は、前例に捉われること
なく、委員の登用を働きかける。
（財政管財課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点で偏った委
員選出をしない。
税務課)
・男性、女性に偏った委員の選出を行うことがないよう
に様々な組織から委員の選出を検討する。
（商工観光課）
・委員選出の際、可能な限り、男女共同参画の視点で選
出する。
（市民生活課）
・委員構成に当たっては、男女共同参画の視点で委員の
選出を行う。
（福祉課）
・各種計画策定に係る策定委員会の委員について、役職
に関係なく適切な委員の選出を各種団体に依頼を行う。
（健康保険課）
・委員選出の際は、様々な組織から男女共同参画の視点
で行うよう検討する。
(介護保険課)
・委員構成の際、慣行にとらわれず、男女共同参画の視
点委員の選出を行う。
（農林水産課）
・委員改選時は各審議会等の内容に沿って男女共同参画
の視点で農林水産業分野における女性の意見等が反映さ
れることの重要性を意識して選出方法の見直しを検討す
る。
（農地整備課）
委員改選の際は、様々な組織から選出するよう検討す
る。
（建設課）
・都市計画審議会改選の際は、日置市商工会女性部役員
及び日置市地域婦人会連絡協議会役員を含めた女性委員
の登用を図る。
・伊集院駅周辺整備検討委員会は、関係機関及び市の住
民からの委員に女性委員の登用を図る。
（上下水道課）
・協議会委員の選出においては、男女共同参画の視点で
選出し、様々な組織からの選出を検討する。
（農業委員会）
・農業委員会会長が中心となり、関係機関等で女性の立
候補を呼びかける。
・選任委員については、推薦母体である各種関係機関へ
女性の登用を要請する。
（教育総務課）
・委員を選出する際は、男女共同参画の視点に立った登
用に努める。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性や女性の関係な
く依頼する。 （社会教育課）
・社会教育委員以外においても、改選の際は、前例に捉
われることなく男女共同参画の視点に立ち、女性委員の
登用を働きかける。
（消防本部）
・市消防委員会の委員選出において、偏った委員選出を
しない。

(地域づくり課）
・平成25年６月議会の一般質問の市長答弁で、平成26年
度に委員会・審議会等の委員への女性登用30％達成を目
標に掲げたことにより、掲示板でも改善・措置を各課に
依頼した。
(総務課)
・市の様々な組織から委員を選出するように検討し、６
つの審議会等で女性委員の選出を行っている。
（企画課）
・平成18年度から市役所職員のみで運営されてきた「日
置市職員まちづくり研究会」を組織変更し、市民と協働
でまちづくりを考えるため、広く市民に呼びかけ募集を
行った。
（財政管財課）
・男女の別に関係なく、委員会の内容に応じて必要な方
を委員に登用している。
（商工観光課）
・委員等の設置はなかった。
（福祉課）
・市の様々な組織の代表者として、役職・性別に関係な
く委員の選出を行った。
（健康保険課）
・市の様々な組織から委員の選出を行うよう検討した。
(介護保険課)
・委員選出については、可能な限り偏りのない委員構成
にしている。
（農林水産課）
・委員選出については、可能なかぎり男女共同参画の視
点で選出した。特に人・農地プランの検討委員について
は女性委員３割以上を目標とした。
（建設課)
・現在の委員構成で適当と考える。
(農業委員会）
・農業委員会会長が中心となり、関係機関等で女性の立
候補を呼びかけた。
（教育総務課）
・運営委員会等については、各学校のPTA等の役職員から
行う選出基準となっているが、男性または女性に偏った
委員の選出を行うことのないようにしている。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼した。
（社会教育課）
・前例に捉われることなく、男女共同参画の視点に立っ
た委員の検討・登用に努めた。
（消防本部）
・４月10日、10月３日に消防委員会開催、委員14人中女
性委員１人（議会選出）
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

(地域づくり課）
・平成25年６月議会の一般質問の市長答弁で、平成26年
度に委員会・審議会等の委員への女性登用30％達成を目
標に掲げたことにより、掲示板でも改善・措置を各課に
依頼した。
(総務課)
・市の様々な組織から委員を選出するように検討し、６
つの審議会等で女性委員の選出を行っている。
（企画課）
・平成18年度から市役所職員のみで運営されてきた「日
置市職員まちづくり研究会」を組織変更し、市民と協働
でまちづくりを考えるため、広く市民に呼びかけ募集を
行った。
（財政管財課）
・男女の別に関係なく、委員会の内容に応じて必要な方
を委員に登用している。
（商工観光課）
・委員等の設置はなかった。
（福祉課）
・市の様々な組織の代表者として、役職・性別に関係な
く委員の選出を行った。
（健康保険課）
・市の様々な組織から委員の選出を行うよう検討した。
(介護保険課)
・委員選出については、可能な限り偏りのない委員構成
にしている。
（農林水産課）
・委員選出については、可能なかぎり男女共同参画の視
点で選出した。特に人・農地プランの検討委員について
は女性委員３割以上を目標とした。
（建設課)
・現在の委員構成で適当と考える。
(農業委員会）
・農業委員会会長が中心となり、関係機関等で女性の立
候補を呼びかけた。
（教育総務課）
・運営委員会等については、各学校のPTA等の役職員から
行う選出基準となっているが、男性または女性に偏った
委員の選出を行うことのないようにしている。
（学校教育課）
・各種委員会や研修会等の委員依頼や出席依頼において
は、男女共同参画の視点も含めて、男性、女性に関係な
く依頼した。
（社会教育課）
・前例に捉われることなく、男女共同参画の視点に立っ
た委員の検討・登用に努めた。
（消防本部）
・４月10日、10月３日に消防委員会開催、委員14人中女
性委員１人（議会選出）
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・県の調査を4月から5月にかけて実施する。市が委嘱し
ている委員全体の男女構成比の調査についても行う。
・市が委嘱している委員全体の男女構成比の「調査対象
基準」を整備する。

・県の調査を4月から5月にかけて実施する。市が委嘱し
ている委員全体の男女構成比の調査についても行う。
・市が委嘱している委員全体の男女構成比の「調査対象
基準」を整備する。

・県の調査を4月～5月に実施した結果、

平成25年３月31日現在の「地方自治法（第180条の５）に
基づく委員会等における女性の登用、地方自治法（第202
条の３）又は規則・要綱等に基づく審議会等における女
性の登用」の女性比率は全体の22.7％とゆるやかである
が、高くなる傾向にある。

・女性人材リストを作成するにあたり、対象者や活用方
法について検討する。

・女性人材リストを作成するにあたり、対象者や活用方
法について検討する。

取り組まなかった。

・市職員、日置市内の各地域における女性リーダーの育
成方法について検討する。

・市職員、日置市内の各地域における女性リーダーの育
成方法について検討する。

・県の講座などを周知し、参加を促した。

・男女の区別なく登用していく。 ・男女の区別なく登用していく。

・平成25年度に女性管理職１人を登用した。

委員の男女
構成比の状
況に関する
定期的な調
査の実施

地域づくり課46

地域づくり課
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48

市職員の管
理職への女
性の登用促
進

総務課
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ストの整備
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・チャレンジ研修等 ・チャレンジ研修等

・男女の区別無しに募集を行い、実施した。
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・委員選出方法について、従来どおりでいいか、各課、
男女が幅広く参画できるように検討する。

・委員選出方法について、従来どおりでいいか、各課、
男女が幅広く参画できるように検討する。

・委員の男女構成比の状況に関する定期的な調査（県・
市）時において、理念の普及に努めているが、具体的な
手法の「整備」までは取り組んでいない。

・市に寄せられた意見、及びその回答をホームページで
公表する。

・市に寄せられた意見、及びその回答をホームページで
公表する。

・寄せられた意見とその回答40件をホームページで公表
した。

・まちづくりに関するさまざまな会議を開き、女性と男
性それぞれの意見が生かされるように努める。

・まちづくりに関するさまざまな会議を開き、女性と男
性それぞれの意見が生かされるように努める。

・会議開催の際は、広く市民に周知し、多くの意見を得
るために会議への参加を図った。
・まちづくりを語る会(委員26人、うち女性3人)を９回開
催し、共生協働について意見交換、学習に取り組んだ。

地域づくり課

52
多様な提案
機会の充実

企画課

51
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・男女共同参画のチラシ等を作成し、企業等への配布を
検討する。

・男女共同参画のチラシ等を作成し、企業等への配布を
検討する。

・男女共同参画関連のチラシを企業等へ配布はしていな
いが、お知らせ版やホームページで、企業も含めた包括
的な周知ができていると判断している。

・求人情報（ハローワーク伊集院）について、市のホー
ムページに掲載し、情報の提供を行う。

・求人情報（ハローワーク伊集院）について、市のホー
ムページに掲載し、情報の提供を行う。

・ハローワーク伊集院からの求人情報のデータ受け取り後、随
時ホームページ掲載を行った。

・育児・介護期も離職せずに継続就業できるように、労
動局等関係機関と連携し、育児・介護休業法の周知徹底
を図る。

・育児・介護期も離職せずに継続就業できるように、労
動局等関係機関と連携し、育児・介護休業法の周知徹底
を図る。

・商工会等関係機関に情報提供を行った。

・労働に関する基本的権利・就業情報等について、関係
機関との連携を図り周知徹底を図る。

・労働に関する基本的権利・就業情報等について、関係
機関との連携を図り周知徹底を図る。

・商工会等関係機関及び広報紙、求人票等を活用し情報提供
を行った。

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
５
　
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
整
備

54

55

56

57

地域づくり課

就労に関す
る情報の提
供

商工観光課

育児・介護休
業等制度の
普及

商工観光課

　
　
　
①
　
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
の
整
備

企業におけ
る男女共同
参画の促進

関連機関（労
働局・ハロー
ワーク）との
連携

商工観光課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・役員への女性登用について、商工会へ呼びかけを行
う。

・役員への女性登用について、商工会へ呼びかけを行
う。

・理事に、現状維持の３人が就任した。

・女性農業経営士の育成
・女性農業起業者の育成
・経営改善計画の共同申請の推進
・家族経営協定の普及

・女性農業経営士の育成
・女性農業起業者の育成
・経営改善計画の共同申請の推進
・家族経営協定の普及

平成25年度現在
女性農業経営士の育成  17名
女性農業起業者の育成　14名
家族経営協定の普及　　77世帯

・法・制度の周知について、関係機関と連携を図り対応
に努める。

・法・制度の周知について、関係機関と連携を図り対応
に努める。

・商工会等関係機関及び労働相談等を実施し情報提供を行っ
た。

・求人情報（ハローワーク伊集院）について市のホーム
ページに掲載するとともに、就業支援について関係機関
と連携を図り情報の提供に努める。

・求人情報（ハローワーク伊集院）について市のホーム
ページに掲載するとともに、就業支援について関係機関
と連携を図り情報の提供に努める。

・ホームページや求人情報を活用し情報提供及び労働相談等
を実施した。

・各地域で土曜日曜の検診を実施する。特定検診の個別
健診や子宮、乳がんのクーポン事業の個別健診の健診機
関も増やし受診しやすくする。

・総合健診として、各地域で土曜日曜の検診を実施す
る。特定検診の個別健診は、市内医療機関と協力し受診
しやすくする。
・働く世代の女性がん検診クーポン事業の実施(未受診者
対応含む)

58 商工観光課

商工観光課

62

働く女性の
健康を維持
するための
支援

健康保険課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
５
　
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
整
備

　
　
　
①
　
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
の
整
備

農林水産業
における男
女共同参画
の促進

59

就労に関す
る法・制度の
周知

商工観光課

61

ハローワー
ク等の就職
情報や就業
支援に関す
る情報の提
供

60

基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

重
点
課
題
５
　
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
整
備

②
　
女
性
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
就
業
の
支
援

商工会役員
への女性の
登用促進

農林水産課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・各地域で土曜日曜健診を実施し、結果説明会の夜間開
催も行った。
　特定健診の個別受診や、クーポン券利用による女性特
有のがん検診も集団や個別受診が増えてきた。
個別検診を導入し、働いている女性も受診しやすくし
た。

62

働く女性の
健康を維持
するための
支援

健康保険課

基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

重
点
課
題
５
　
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
整
備

②
　
女
性
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
就
業
の
支
援
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・地域の様々な場において、地域づくりのあり方や共
生・協働の推進について協議する場を設ける。

・地域のさまざまな場において、地域づくりのあり方や
共生・協働の推進について協議する場を設ける。

・自治会長研修会で、日置市男女共同参画相談員を講師
とし、「人権についての研修」と題して講演を行った。
（12/7）
・「日置市共生・協働のまちづくりを語る会」を開催し
た。
（5/17.6/19.7/17.9/18.10/16.11/17.1/15.2/19.3/12）

・今後の日置市ＮＰＯ連絡会のあり方を検討し開催す
る。

・日置市のＮＰＯ、ボランティア団体の活動等の現状を
把握し、連携していく仕組みづくりについて検討する。

・内部で検討したが、連絡会の開催までには至らなかっ
た。

・地域活動、ボランティア活動に男性も女性も積極的に
参加するようにチラシ等の作成を検討する。

・地域活動、ボランティア活動に男性も女性も積極的に
参加するようにチラシ等の作成を検討する。

・昨年度に引き続き、広報ひおきにおいて「特集：温も
りあふれる共生･協働の地域づくり」を不定期に掲載し、
市民の地域づくりやボランティア意識の高揚を図った。

・高齢者が養ってきた長年の知識や経験を生かし、生き
がいと健康づくりのための多様な社会活動を推進するた
め、高齢者の自主的な組織である高齢者クラブに対し助
成を行う

・高齢者が養ってきた長年の知識や経験を生かし、生き
がいと健康づくりのための多様な社会活動を推進するた
め、高齢者の自主的な組織である高齢者クラブに対し助
成を行い、高齢者クラブの会員増加に努める。
　また、女性部の活動を支援する。

・市高齢者クラブ及び単位高齢者クラブ93団体に助成をし、組
織の育成を行った。（会員4,475人）

民生委員・児童委員の基調精神に基づき、活動体制の強
化と資質の向上を図り、もって社会福祉の増進を期する
ことを目的として活動している民生委員・児童委員協議
会に対し助成を行う。

・民生委員・児童委員の基調精神に基づき、活動体制の
強化と資質の向上を図り、もって社会福祉の増進を期す
ることを目的として活動している民生委員・児童委員協
議会に対し情報提供及び支援を行う。

・平成25年12月に一斉改選が行われ、定員130人に対し、129
人の民生委員・児童委員が国から委嘱された。

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
６
　
と
も
に
支
え
合
う
地
域
社
会
を
つ
く
る

コミュニティ
づくりの推進

地域づくり課

ＮＰＯ・ボラン
ティア団体と
の連携

地域づくり課

63

64

民生・児童委
員の活用

福祉課

地域活動・ボ
ランティア活
動への男性
の参加促進

地域づくり課

高齢者クラブ
の活用

福祉課

65

66

67

　
　
　
①
　
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・特定健診やがん検診などが同時に受診できるよう、総
合健診や複合健診を実施する。特定健診は自己負担の無
料化を継続する。身体だけでなく、心の健康づくりのも
配慮して実施する。

・特定健診やがん検診などが同時に受診できるよう、総
合健診や複合健診を実施する。特定健診は自己負担の無
料化を継続す(る日置市国保)。社保等の扶養者について
も、総合健診を受診できる体制を整備する。身体だけで
なく、心の健康づくりも配慮して実施する。

・総合健診・複合健診を各地域で実施した。
・特定健診を個別健診でも実施した。
・特定健診の自己負担を無料にした。(日置市国保の対象者)

・医療費や介護給付費を抑制するため地域での健康づく
り活動を地区公民館で実施する。

・医療費や介護給付費を抑制するため地域での健康づく
り活動を地区公民館で実施する。

・自治会総会等を活用し、特定健診の受診勧奨を含め、医療
費適正化のための啓発活動を積極的に行った。
・日置市全地域26地区公民館で健康づくり講演会や運動教
室・栄養教室など健康づくり活動に交付金を交付し、活発な活
動を実施できた｡

・心身ともに健康で、ともに支え合う地域社会をつくる
ために、小・中学校の校庭・体育館の開放を積極的に進
める。また、小・中学校の校庭・体育館の開放をするこ
とで、市民の健康増進の一端を担う。

・心身ともに健康で、ともに支え合う地域社会をつくる
ために、小・中学校の校庭・体育館の開放を積極的に進
める。また、小・中学校の校庭・体育館の開放をするこ
とで、市民の健康増進の一端を担う。

・地域公民館主催行事での使用や個人グループでの使用
など多くの市民が小・中学校の校庭・体育館を使用して
いる。

・市民のスポーツ振興に関しスポーツ実技の指導、ス
ポーツ活動の促進のための組織の育成、スポーツ行事又
は事業に関し協力などスポーツ振興のため指導助言を行
う。

・住民のスポーツ振興に関しスポーツ実技の指導、ス
ポーツ活動の推進のための組織の育成、スポーツ行事又
は事業に関し協力などスポーツ振興のため指導助言を行
う。

・スポーツ活動の推進に努めると共に住民の健康増進と
しての活動として「ソフトバレー大会」の開催、また、
各地域運動会におけるマスゲームの実技指導を行うなど
スポーツ行事や事業に関しスポーツ振興のための協力を
得た。

・クラブ発足後、スポーツ振興くじ助成事業TOTOからの
助成も終了し今年度から運営費確保のための新規事業の
開催等も考慮し、更なる会員増を目指し子どもから高齢
者まで幅広い年齢層の会員を募集し世代間の交流も図れ
るような地域のコミュニティづくりに努める。

・クラブ発足後、スポーツ振興くじ助成事業TOTOからの
助成も終了し今年度から運営費確保のための新規事業の
開催等も考慮し、更なる会員増を目指し子どもから高齢
者まで幅広い年齢層の会員を募集し世代間の交流も図れ
るような地域のコミュニティづくりに努める。

71

基本健康診
査・各種検
診・健康教育
の充実

健康保険課

スポーツ振
興委員の活
用

社会教育課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
６
　
と
も
に
支
え
合
う
地
域
社
会
を
つ
く
る

　
　
　
②
　
心
身
の
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

70

72

元気な市民
づくり運動の
推進

コミュニティ
スポーツクラ
ブの充実

社会教育課

健康保険課

小・中学校の
校庭・体育館
の開放

学校教育課

68

69
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・コミュニティスポーツクラブの会員もほぼ前年までの
会員数となり、地域のコミュニティづくりの場として市
民の方々に定着している。

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
６
　
と
も
に
支
え
合
う
地
域
社
会
を
つ
く
る

　
　
　
②
　
心
身
の
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

72
コミュニティ
スポーツクラ
ブの充実

社会教育課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

73

講演会等開
催時におけ
る託児ス
ペースの確
保

全課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
７
　
子
育
て
支
援
の
充
実
及
び
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

　
　
　
①
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実

（地域づくり課）
・講演会や会議開催時等に、託児等のスペースを設ける
よう努め、庁内にも啓発していく。
（総務課）
・託児等のスペースが必要な講演会であれば設けるよう
検討する。
（企画課）
各種審議会等において、託児等のスペースを設ける。
（財政管財課）
・託児等のスペースが必要な講演会であれば設けるよう
検討する。
(税務課)
・参集者の状況を考慮し必要性について検討する。
（商工観光課）
・託児等のスペースが必要な会合等であれば設けるよう
検討する。
（市民生活課）
・研修会、講演会等の参加者を考慮し、設置を検討す
る。
・受付ロビーにはベビーベッド設置済み
（福祉課）
・参加者の要望を聞き、可能な限り託児スペースを設け
る。子育て世帯に参加していただく講演会等において
は、積極的な参加をすすめるため、託児スペースを確保
する。
（健康保険課）
・子育て講演会では託児を確保したり親子教室で母子保
健推進員により託児をする。
・子宮がん検診において託児を実施する。(市内全地域)
(介護保険課)
・各種講演会開催時には、託児の必要時に対応できるよ
う有資格者による職員体制とスペースの確保を整える。
（農林水産課）
・研修会、講演会等において参集者を考慮し、設置を検
討する。
（農地整備課）
研修会・講演会等、内容により必要と思われる場合は設
置を検討する。
（建設課）
・各種研修会・説明会等託児スペースを設けるよう検討
を行う。
（上下水道課）
・研修会、講演会等においては、必要に応じて託児ス
ペースの設置を検討する。
（農業委員会）
・当市農業委員会主催の研修会、講演会等があれば設置
を検討する。
（教育総務課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう検討を行う。
（学校教育課）
・健康保険課、福祉課と連携して開催する，子育て支援
講演会においては，託児を関係課と検討する。
社会教育課）
・託児スペースの確保等については、前年度の催事終了
後に行うアンケート調査等を参考にし、適切に対応す
る。
(消防本部）
・講習会等、今後の動向を見ながら検討していく。

（地域づくり課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう各課検討を行う。

(介護保険課)
・各種講演会開催予定時、内容により託児スペースの必
要性について、検討する。

（企画課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう各課検討を行う。

（健康保険課）
・子育て講演会では託児を確保したり親子教室で母子保
健推進員により託児をする。
・子宮がん検診において託児を実施する。

（農林水産課）
・研修会、講演会等において参集者を考慮し、設置を検
討する。

（社会教育課）
・託児スペースについては、要望後において、適切な職
員、スペースの確保、マニュアルの整備等を行い対応す
る。
（財政管財課）
・託児等のスペースが必要な講演会であれば設けるよう
検討する。
（教育総務課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう検討を行う。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）
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（地域づくり課）
・講演会や会議開催時等に、託児等のスペースを設ける
よう努め、庁内にも啓発していく。
（総務課）
・託児等のスペースが必要な講演会であれば設けるよう
検討する。
（企画課）
各種審議会等において、託児等のスペースを設ける。
（財政管財課）
・託児等のスペースが必要な講演会であれば設けるよう
検討する。
(税務課)
・参集者の状況を考慮し必要性について検討する。
（商工観光課）
・託児等のスペースが必要な会合等であれば設けるよう
検討する。
（市民生活課）
・研修会、講演会等の参加者を考慮し、設置を検討す
る。
・受付ロビーにはベビーベッド設置済み
（福祉課）
・参加者の要望を聞き、可能な限り託児スペースを設け
る。子育て世帯に参加していただく講演会等において
は、積極的な参加をすすめるため、託児スペースを確保
する。
（健康保険課）
・子育て講演会では託児を確保したり親子教室で母子保
健推進員により託児をする。
・子宮がん検診において託児を実施する。(市内全地域)
(介護保険課)
・各種講演会開催時には、託児の必要時に対応できるよ
う有資格者による職員体制とスペースの確保を整える。
（農林水産課）
・研修会、講演会等において参集者を考慮し、設置を検
討する。
（農地整備課）
研修会・講演会等、内容により必要と思われる場合は設
置を検討する。
（建設課）
・各種研修会・説明会等託児スペースを設けるよう検討
を行う。
（上下水道課）
・研修会、講演会等においては、必要に応じて託児ス
ペースの設置を検討する。
（農業委員会）
・当市農業委員会主催の研修会、講演会等があれば設置
を検討する。
（教育総務課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう検討を行う。
（学校教育課）
・健康保険課、福祉課と連携して開催する，子育て支援
講演会においては，託児を関係課と検討する。
社会教育課）
・託児スペースの確保等については、前年度の催事終了
後に行うアンケート調査等を参考にし、適切に対応す
る。
(消防本部）
・講習会等、今後の動向を見ながら検討していく。

（地域づくり課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう各課検討を行う。

(介護保険課)
・各種講演会開催予定時、内容により託児スペースの必
要性について、検討する。

（企画課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう各課検討を行う。

（健康保険課）
・子育て講演会では託児を確保したり親子教室で母子保
健推進員により託児をする。
・子宮がん検診において託児を実施する。

（農林水産課）
・研修会、講演会等において参集者を考慮し、設置を検
討する。

（社会教育課）
・託児スペースについては、要望後において、適切な職
員、スペースの確保、マニュアルの整備等を行い対応す
る。
（財政管財課）
・託児等のスペースが必要な講演会であれば設けるよう
検討する。
（教育総務課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう検討を行う。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・地域子育て支援センターが主催する各種講座の充実を
図る。

・地域子育て支援センターが主催する各種講座の充実を
図る。

73
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る託児ス

ペースの確
保

全課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
７
　
子
育
て
支
援
の
充
実
及
び
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

　
　
　
①
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実

子育てに関
する講座の
充実

福祉課74

（地域づくり課）
・懇話会及び講演会開催時に託児所を設け、対応した。
（総務課）
・託児等のスペースが必要な講演会は無かった。
（企画課）
・様々な講演会等において、託児等のスペースを設ける
よう各課検討を行い、地域審議会で託児所を設けた。
（財政管財課）
・講演会等の開催はなかった。
（商工観光課）
・研修会、講演会等の実績なし。
（福祉課）
・日置市子ども子育て会議開催時においては、別室で託
児を実施した。
（健康保険課）
・子育て講演会では託児を確保し、親子教室で母子保健
推進員により託児を行った。
・子宮がん検診において託児を実施した。(市内全地域)
(介護保険課)
・各種講演会開催時、対象者に高齢者が多いという認識
から託児スペース等の周知は行わなかったが、必要時に
おいて課内の有資格者で対応する体制を整えた。
(農林水産課）
・研修会等の参集者に必要とする該当者がいなかったの
で設置しなかった。
（農業委員会）
・当市農業委員会主催の研修会、講演会等の開催がな
かった。
(教育総務課）
・研修会等の参集者等に必要とする該当者がいなかった
ため設置はなかった。
（学校教育課）
・託児を実施した。
（社会教育課）
　市生涯学習大会、子育て講座において、保育士等を依
頼しての託児スペースを設置した。
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・各地域の保健師と地域子育て支援センターが連携し、子育
て講座を行うとともに、日置市保育協議会が保育士を対象に
子育て講演会を実施した。
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福祉課74
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、
子育て家庭等に対する育児不安等についての相談指導、
子育てサークル活動等への支援、講演会などを実施する
ことにより地域の拠点施設として育児支援を行う。

・地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、
子育て家庭等に対する育児不安等についての相談指導、
子育てサークル活動等への支援、講演会などを実施する
ことにより地域の拠点施設として育児支援を行う。

平成25年度実績
　　相談指導件数　1,888件
　　サークル活動参加者　親　8,091人、子 10,104人

育課）
・父親などが、学校・地域と連携を深めながら、子ども
たちの健全育成活動に関わっていくように、機会をとら
えながら促していく。

　家庭教育に積極的に父親が参加しようという目的で設
置された、「おやじ（親父）の会」については、子ども
の安心安全情報等の発信機能を持つため、連携した活動
を推進する。

　子どもや地域のことについて、父親が学ぶ機会を提供
している。

（健康保険課）
・子育て支援センターなど関係機関と連携し、あらゆる
機会を通して、情報提供に努める。

（福祉課）
・こども支援センターと連携し、家庭児童相談に迅速に
対応できる体制を整備する。

（福祉課）
・こども支援センターと連携し、家庭児童相談に迅速に
対応できる体制を整備する。
（健康保険課）
・子育て支援センター、保健所、医療機関など関係機関
と連携し、あらゆる機会を通して、情報提供を行いなが
ら相談に応じる。

（健康保険課）
・健診や親子教室、母子保健推進会などあらゆる機会を
通して、情報提供を行いながら相談にも応じた。
（福祉課）
・家庭児童相談に家庭相談員２人で対応し、相談機能の
充実を図った。

（学校教育課）
・子育てや育児に対する悩み、健康や発達に対する不
安、不登校や問題行動など子どもや保護者の相談に親身
になって対応することにより、より子育てのしやすい環
境作りに努める。また、各課との連携を密にし、サポー
ト会議､ケース会議等の充実を図る。
（健康保険課）
・３課合同のサポート会議を定例で開催し連携体制の強
化を図る。
（福祉課）
・こども支援センターのサポート会議に参加し、連携強
化を図る。

（学校教育課）
・子育てや育児に対する悩み、健康や発達に対する不
安、不登校や問題行動など子どもや保護者の相談に親身
になって対応することにより、より子育てのしやすい環
境作りに努める。また、各課との連携を密にし、サポー
ト会議､ケース会議等の充実を図る。
（福祉課）
・こども支援センターのサポート会議に参加し、連携強
化を図る。
（健康保険課）
・３課合同のサポート会議を定例で開催し、連携体制の
強化を図る。

子育てに関
する情報提
供及び相談
機能の充実

福祉課
健康保険課

地域子育て
支援拠点事
業の充実

福祉課75
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78

77

「おやじの
会」の充実
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平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

学校教育課）
・アドバイザーを始め、教育相談員、スクールソーシャ
ルワーカー、家庭相談員、保健師、子ども福祉担当者、
カウンセラーがそれぞれの立場で子どもや親にかかわ
り、相談体制が整ってきた。また、個別のケース会議も
各課が連携する形で実施した。積極的な家庭訪問や幼稚
園・学校への訪問等に努め，相談活動の充実が図られ
た。
（健康保険課）
・３課合同のサポート会議を定例で開催し、連携体制の
強化を図った。
（福祉課）
・子ども支援センターのサポート会議に参加し、情報交
換を行った。

子ども支援
センターの充
実

学校教育課
福祉課

健康保険課

　
　
　
基
本
目
標
Ⅱ
　
地
域
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
重
点
課
題
７
　
子
育
て
支
援
の
充
実
及
び
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

　
　
　
①
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実

78

44 ページ



事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・地域のひとり暮らし、夫婦世帯等の援護を必要とする
方への安否確認、声かけを行い、安心して暮らしていけ
るように地域ぐるみの見守り活動を進める。

　地域の高齢者等の見守り活動を地域ぐるみの活動とし
て、組織的に実施できる体制づくりを推進する。
　また、在宅福祉アドバイザー研修会を開催して、アド
バイザーの資質向上を図る。

・原則、各自治会１名の在宅福祉アドバイザー211人を配置
し、地域ぐるみの見守り活動を推進した。

・地域を拠点に、住民である高齢者とボランティアが協
働で企画をし、楽しい仲間づくりの活動である「ふれあ
い・いきいきサロン」を実施している団体に助成金を交
付する。

・１自治会に１サロン設置を推進することを目標として
サロン実施団体に対し助成金を交付することにより、サ
ロン立ち上げ並びに運営の支援を行う。

・178自治会のうち138の自治会でふれあい・いきいきサロンを
取組んでいただき、128サロンが活動している。うち、120のサ
ロンに助成金を交付できた。平成25年度も、いきいきサロン支
援員の配置とサロン研修会を年２回開催した。

（介護保険課）
・地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して、その人ら
しい生活を継続していくことができるよう、高齢者の心
身の状況や生活の実態、必要な支援等を幅広く把握し、
相談を受け、地域における適切な保健・医療・福祉サー
ビスの利用につなげる等の支援を行う。
（福祉課）
・市内４ヶ所の在宅介護支援センター、包括支援セン
ターとの連携強化を図り、相談体制を推進する。

（福祉課）
・市内４ヶ所の在宅介護支援センター、包括支援セン
ターとの連携強化を図り、相談体制を推進する。
（介護保険課）
・地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して、その人ら
しい生活を継続していくことができるよう、高齢者の心
身の状況や生活の実態、必要な支援等を幅広く把握し、
相談を受け、地域における適切な保健・医療・福祉サー
ビスの利用につなげる等の支援を行う。

（福祉課）
・市内４ヶ所の在宅介護支援センターと包括支援センターと連
携して、相談内容に応じたサービス又は制度の説明等を行っ
た。
（介護保険課）
・総合相談事業を地域包括支援センター及び市内４ヶ所の在
宅介護支援センターにおいて実施（計720人）した。相談内容
に即した対応とともにサービス又は制度に関する情報提供、
関係機関の紹介等を行った。
・介護相談員が、介護サービス事業所等に出向き、利用者の
介護サービスに係る相談等を受け、事業所等との連携を図っ
た。(介護相談員派遣等事業)
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（福祉課）
・生活支援ハウス
　高齢者に対して介護支援機能、居住機能及び交流機能
を総合的に提供する事により、高齢者が安心して健康で
明るい生活を送れるよう支援し、もって高齢者の福祉の
増進を図る。

（福祉課）
・生活支援ハウス
　高齢者に対して介護支援機能、居住機能及び交流機能
を総合的に提供する事により、高齢者が安心して健康で
明るい生活を送れるよう支援し、もって高齢者の福祉の
増進を図る。

（福祉課）
・生活ハウス（やはずの里併設）は、11人の入所者を収容し、
健康で明るい生活を支援した。
・シルバーハウジングでは、生活援助員を配置し、入居者の相
談に応じることで、生活支援を行った。

（介護保険課）
・二次予防事業
　要介護状態となるおそれの高い虚弱な状態にあると認
められる65歳以上の高齢者を対象として、要介護状態と
なることを予防することを通じて、一人ひとりの生きが
いや自己実現のための取組みを支援する。
・一次予防事業
　すべての高齢者を対象に、健康教室等を通じた介護予
防に関する普及啓発、地域活動組織の育成及び介護ボラ
ンティアの育成等により、高齢者が自ら活動に参加し、
介護予防に向けた取組が主体的に展開されるよう支援す
る。
（健康保険課）
・健康教室を行う際に、介護予防の知識の普及に努め
る。

（健康保険課）
・健康教室を行う際に、介護予防の知識の普及に努め
る。
・ロコモティブシンドローム予防についてあらゆる健康
教育の場で普及する
・骨粗鬆症予防教室を実施し、参加後も地域の体操教室
を案内する。(全地域)
（介護保険課）
・二次予防事業
　要介護状態となるおそれの高い虚弱な状態にあると認
められる65歳以上の高齢者を対象として、要介護状態と
なることを予防することを通じて、一人ひとりの生きが
いや自己実現のための取組みを支援する。
・一次予防事業
　すべての高齢者を対象に、健康教室等を通じた介護予
防に関する普及啓発、地域活動組織の育成及び介護ボラ
ンティアの育成等により、高齢者が自ら活動に参加し、
介護予防に向けた取組が主体的に展開されるよう支援す
る。

介護保険課
健康保険課

高齢者の居
住環境整備
の支援

福祉課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（介護保険課）
・二次予防事業
　65歳以上の高齢者全てにチェックリストを送付し、介
護予防の必要性が認められた方に運動、栄養、口腔の複
合プログラムの介護予防教室を８会場で開催し206人参加
した。主観的健康度の維持向上に効果があった。
・一次予防事業
　健康教育、健康相談、講演会等の取り組みや元気度
アップ・ポイント事業を通じて、介護予防に関する活動
の普及・啓発や、いきいきサロン等の地域活動組織への
育成・支援を行った。（ボランティア登録者126人　サロ
ン活動補助126団体）
（健康保険課）
・いきいきサロンや地区公民館など健康教室を行う際
に、介護予防の知識の普及に努めた。
・高齢受給者証交付の際、ロコモティブシンドローム予
防について説明も盛り込んだ
・骨粗鬆症予防教室を実施し、参加後も地域の体操教室
を案内した。(全地域:５回、117人参加)
※ロコモとは･･･筋肉、骨、関節、軟骨、椎間板といった
運動器のいずれか、もしくは複数に障害が起き、歩行や
日常生活に何らかの障害をきたしている状態

介護保険課
健康保険課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・韓国文化体験交流事業やマレーシア親善大使派遣事業
の実施や韓国南原市国楽団の招致(隔年)により異文化体
験や交流の推進を図る。

・韓国南原市の訪問やマレーシア親善大使派遣事業の実
施等を通じて人的・文化的な交流の推進を図る。

・韓国文化体験交流事業やマレーシア親善大使派遣事業
の実施、韓国南原市国楽団の招致(隔年)により異文化体
験や交流の推進を図った。

吹上町マレーシア実行委員会、ひおき韓国交流実行委員
会と連携し、マレーシア、韓国との交流に努める

・吹上町マレーシア実行委員会、ひおき韓国交流実行委
員会と連携し、マレーシア、韓国との交流の推進に努め
る。

・吹上町マレーシア実行委員会、ひおき韓国交流実行委
員会と連携し、マレーシア、韓国との交流に努めた。

・各自治会や団体等から依頼を受けたところに、韓国や
マレーシアの国際交流員（CIR）を派遣し、講座を開催し
ている。また、韓国やマレーシアの料理教室等を開催
し、食文化等の体験を図る。

・学校訪問や公民館活動への参加、自主講座の開設など
国際交流員（CIR）の活動を通して、市民の国際交流の推
進と国際理解を深める。また、韓国やマレーシアの料理
教室等を開催し、食文化等の体験を図る。

・各自治会や団体等から依頼を受けたところに、韓国や
マレーシアの国際交流員（CIR）を派遣し、講座を開催し
ている。また、韓国やマレーシアの料理教室等を開催
し、食文化等の体験を図った。

（企画課)
・国際交流員（CIR）を学校等に派遣し、韓国やマレーシ
アの文化や伝統の紹介を行い、交流を推進する。
（学校教育課）
・ＡＬＴを中学校，小学校へ計画的に派遣し，英語教育
の充実及び異文化の理解の推進を図る。。

（企画課)
・国際交流員（CIR）を学校等に派遣し、韓国やマレーシ
アの文化や伝統の紹介を行い、交流を推進する。
（学校教育課）
・ＡＬＴを中学校，小学校へ計画的に派遣し，英語教育
の充実及び異文化の理解の推進を図る。。

企画課
学校教育課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
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事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（企画課)
・国際交流員（CIR）の任期満了に伴い、新たなCIRを招
聘し、学校等への派遣を通じて、韓国やマレーシアの文
化・伝統の紹介を行い、交流を推進した。
（学校教育課）
・中学校では教科英語の充実，小学校においては英語活
動の充実を図ることができた。また、異文化理解を深め
ることができた。

企画課
学校教育課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標
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の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（学校教育課）
・新学習指導要領の趣旨を踏まえ，社会科学習や総合的
な学習の時間、小中学校外国語活動等において、学習指
導要領を遵守し、日本及び日置市の文化や歴史について
の学習の充実を図る。
（社会教育課）
・文化財めぐりや講座を各地域で開催し男女の区別なく
参加を呼びかける。

（学校教育課）
・学習指導要領の趣旨を踏まえ，社会科学習や総合的な
学習の時間、小中学校外国語活動等において、学習指導
要領を遵守し、日本及び日置市の文化や歴史についての
学習の充実を図る。また、今年度から「ひおきふるさと
教育」を推進する。
（社会教育課）
・異文化を尊重する意識や国際化に関する意識を高める
ため、歴史などの認識を深めたりするイベントや学習の
機会をつくる。
・史跡めぐり歩こう会や講座を各地域で開催し男女の区
別なく参加を呼びかける。

（学校教育課）
・教育委員会作成資料の活用を図るとともに，各学校に
おける特色ある教育活動の中で、身近な地域の自然・産
業・伝統文化を調べたり、体験したりした。また、外国
語活動の中でＡＬＴを活用し、他国文化と日本文化を相
対化させることで、日本や身近な地域のよさを理解させ
るよう指導した。
（社会教育課）
・妙円寺詣り大行進550人、妙円寺詣り歌暗唱大会338
人、吹上地域いろは歌カルタとり大会71人、各地域史跡
めぐり歩こう会992人（伊集院201人、東市来473人、日吉
165人、吹上153人）等、文化・歴史に関する行事に、子
どもから高齢者まで多くの市民が参加した。
・小中学生を対象にしている「ふるさと学寮」において
外国人英語指導助手（ＡＬＴ）との交流を行い、外国人
に対する偏見・差別をなくし、国際化時代にふさわしい
人権意識の育成を学んだ。
・青少年海外派遣事業派遣者が、派遣先であるアメリカ
と日本の文化、生活習慣などの違いについて、市生涯学
習推進大会で紹介した。
・４地域の文化財等史跡めぐり、市所有の指定文化財の
特別見学会、出前講座等により男女区別なく参加いただ
き、日置市の文化や歴史について紹介、学習した。

・外国人が相談に来庁された際は、国際交流員と連携
し、英語・韓国語・マレーシア語での情報提供や相談業
務を行う。

・外国人が相談に来庁された際は、国際交流員と連携
し、英語・韓国語・マレーシア語での情報提供や相談業
務を行う。
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・韓国の国楽団の受け入れ時に公演の通訳や食事の対応
を行った。
・窯元祭りで国際交流ボランティアを募り、韓国の方に
呼びかけ一緒に活動を行った。
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標
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方向
事    業    名

重点
課題

整
理
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号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・情報公開条例に基づき実施する。 ・情報公開条例に基づき実施する。

・情報公開条例を順守するとともに、積極的な情報提供
に庁内で取り組んだ。

・各種計画や条例等を策定する際に、その案を公表し、
それに対する市民からの意見を募集する。

・各種計画や条例等を策定する際に、その案を公表し、
それに対する市民からの意見を募集する。

・「日置市社会教育委員条例の一部改正」及び「日置市
農業委員会の活動計画」についてパブリックコメントを
実施し、１件の意見が寄せられた。
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①
　
情
報
公
開
の
推
進

90 情報の公開 総務課

91
パブリックコ
メントの整
備・促進

企画課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・日置市男女共同参画推進懇話会、日置市内の女性団体
等と連携を行い、日置市男女共同参画基本計画の推進を
図る。

・日置市男女共同参画推進懇話会、日置市内の女性団体
等と連携を行い、日置市男女共同参画基本計画の推進を
図る。

・講演会に各種女性団体から参加者を呼びかけ、男女共
同参画推進の意識を醸成した。
・日置市男女共同参画推進懇話会において日置市男女共
同参画基本計画の推進について協議を行った。
・女性団体との連携を図った。

・男女共同参画の職員研修の開催を検討する。
・講演会に職員の参加を促す。

・男女共同参画の職員研修の開催を検討する。
・講演会に職員の参加を促す。

・市職員・懇話会委員及び市議会議員、市民を対象にし
た「男女共同参画ワークショップ（体験型講座）」を開
催した。（9/17）
・市職員・懇話会委員及び市議会議員を対象にした「DV
防止研修」を開催した。（11/5）
・日置市男女共同参画推進講演会の開催情報を庁内掲示
板（ProWeb)に掲載し、参加を呼びかけた。
・実施した「日置市男女共同参画に関する職員意識調
査」を資料として活用する。

・実施した「日置市男女共同参画に関する職員意識調
査」を資料として活用する。

・平成23年度に実施した「日置市男女共同参画に関する
職員意識調査」の結果を参考にして、市職員・懇話会委
員及び市議会議員を対象にした「男女共同参画ワーク
ショップ（体験型講座）」・「DV防止研修」や鹿児島県
からの男女共同参画の情報などを庁内掲示板（ProWeb)に
掲載し、職員の男女共同参画に対する更なる意識向上の
機会を推進した。

（地域づくり課）
・日置市内の地域女性団体間のネットワーク強化の検討
を行い、同時に懇話会において意見交換も行う。
（社会教育課）
・各種女性団体との連携を深めるとともに、各団体と行
政とのネットワークを強め、活動の活性化を図る。
・各地域の女性連絡協議会等の際情報発信を行うと同時
に意見交換も行い、女性団体の横の連携を深める。「女
性大会」の充実を図る。

（地域づくり課）
・日置市内の地域女性団体間のネットワーク強化の検討
を行い、同時に懇話会において意見交換も行う。
（社会教育課）
・各地域の女性団体連絡協議会等で行政情報の発信を行
うと同時に、団体間における情報交換も行い、女性団体
の横の連携を深める。
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②
　
総
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的
な
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進
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制
の
整
備

93

94

地域づくり課

関係機関と
の連携

地域づくり課

95
女性団体の
ネットワーク
づくり

社会教育課
地域づくり課

職員アン
ケートの実
施

地域づくり課

職員研修の
充実
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（地域づくり課）
・日置市内の各地域の女性団体とのネットワーク強化を
目指し、懇話会の中でも意見交換を行った。
(社会教育課）
・各地域で、女性団体主催の各種研修会や「女性大会」
等を開催し、活動の充実が図られている。
・県や地区主催の研修会に参加し、女性の地位向上につ
いての学習機会を得ている。

　
　
　
基
本
目
標
Ⅲ
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画
推
進
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制
の
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重
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95
女性団体の
ネットワーク
づくり

社会教育課
地域づくり課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・各課が各種事業、会議等を行う際は、日置市男女共同
参画基本計画にもとづいて行われているか懇話会と連携
しチェックする。

・各課が各種事業、会議等を行う際は、日置市男女共同
参画基本計画にもとづいて行われているか懇話会と連携
しチェックする。

・各課における各種事業のチェックについては、日置市
男女共同参画基本計画年度別実施計画を活用し、懇話会
で行った。出た意見は提言として、担当課に返し、回答
するという手法をとった。今後も継続してこの手法で行
う。

・市民意識調査の作成を検討する。 ・市民意識調査を必要に応じ、実施していく。

・実施していない。

・各課の各種事業や男女共同参画に関する様々な事業を
男女共同参画推進懇話会で公表することとし、意見を聞
くように努める。

・各課の各種事業や男女共同参画に関する様々な事業を
男女共同参画推進懇話会で公表することとし、意見を聞
くように努める。

・各課における各種事業のチェックについては、日置市
男女共同参画基本計画年度別実施計画を活用し、懇話会
に意見を聞いた。出た意見は提言として、担当課に返
し、回答するという手法をとった。今後も継続してこの
手法で行う。

・条例にとらわれず、現在策定している「日置市男女共
同参画基本計画」を推進していく。

・条例制定は、男女共同参画施策の推進、女性施策を進
めていく上で、意義あることであるが、当面、制定にと
らわれず、男女共同参画社会の実現に向け、市民の機運
を高めていくことに努める。

・県からの資料等により他市町村の状況把握を行った結
果、25年度末で、県内６市２町で条例制定をしてい
る。。

・地域の拠点となる地区公民館等において、男女共同参
画に関する資料を提供し、推進を図る。

・地域の拠点となる地区公民館等において、男女共同参
画に関する資料を提供し、推進を図る。

・随時資料提供を行い、男女共同参画基礎講座や市民の
ための相談室、DV防止のチラシ、男女共同参画推進講演
会（3/2）等、多くの資料を提供し、推進を行った。

地域づくり課

97
市民意識調
査の実施

地域づくり課

全庁的な取
り組み体制
の整備・充実
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地区公民館
等の活用

地域づくり課

男女共同参
画条例（仮
称）の制定に
向けた調査・
研究

地域づくり課
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男女共同参
画推進懇話
会でのチェッ
ク機能の充
実

地域づくり課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

・相談員を相談業務だけでなく、男女共同参画の啓発に
も積極的に活用する。

・相談員を相談業務だけでなく、男女共同参画の啓発
（出前講座など）にも積極的に活用する。

・男女共同参画相談員を配置し、福祉課内で職務を行っ
ている。（相談対応件数121件）
・相談業務だけではなく、ハラスメント防止等の出前講
座を行った。
　4/23東市来地域母子寡婦福祉会
　6/14日置市衛生委員会
　11/20吹上中学校家庭教育学級
　12月（４回）地区公民館支援員会
　12/26日置小学校校内研修
　2/20社会教育指導員・地区公民館支援員等研修会
　3/14心配ごと相談員研修会

・相談内容が多岐にわたる場合は、各課と連携を行う。
・相談内容に応じて、随時担当者会議を開催する。

・相談内容が多岐にわたる場合は、各課と連携を行う。
・相談内容に応じて、随時担当者会議を開催する。

・配偶者や恋人などパートナーからの暴力（ドメス
ティック・バイオレンス）については、被害者から相談
があった際、関係課と連携を取り対応した。

・人権擁護委員、法務局職員の連携のもと様々な人権に
関する相談に対応。年12回開設することとし、毎月１回
いずれかの地域において実施し防災無線、お知らせ版等
で周知を行う。

・人権擁護委員、法務局職員の連携のもと様々な人権に
関する相談に対応。年12回開設することとし、毎月１回
いずれかの地域において実施し防災無線、お知らせ版等
で周知を行う。

・人権擁護委員、法務局職員の連携により相談所を年12
回開設。人権擁護委員男性5人、女性4人により、相談し
やすい環境づくりに努めた。相談件数12件

（健康保険課）
・心身の健康に対して保健師･看護師・栄養士等が相談に
あたる。定例日や教室を設けたり、随時面接･電話等で実
施する。

（健康保険課）
・心身の健康に対して保健師･看護師・栄養士等が相談に
あたる。定例日や教室を設けたり、随時面接･電話等で実
施する。

（健康保険課）
・各支所定例健康相談を実施した。(35回345人)
・健診結果説明会や面接・電話の健康相談を実施した。(結果
説明会87回2,743人)
・心の健康相談（精神科医師）を実施した。(６回25人)

（健康保険課）
・あらゆる機会を通して相談活動を実施する。
（福祉課）
・地域子育て支援センター及び保育所と子ども支援セン
ターとの連携を図る。

（福祉課）
・地域子育て支援センター及び保育所と子ども支援セン
ターとの連携を図る。
（健康保険課）
・健診や教室等あらゆる機会を通して相談活動を実施す
る。
・相談に携わるスタッフ向けに、研修会を開催する。

105

104

地域づくり課

102
相談活動に
おける各課と
の連携

地域づくり課

女性総合相
談の設置
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子育てに関
する相談活
動の充実

健康保険課
福祉課

人権相談の
実施

市民生活課

健康相談の
実施

健康保険課
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事業内容 事業内容

実績内容 実績内容

所管課
基本
目標

施策
の

方向
事    業    名

重点
課題

整
理
番
号

平        成        26      年        度平        成        25      年        度

日置市男女共同参画基本計画年度別実施計画（25年度実績・26年度計画）

（健康保険課）
・保育園等関係機関と連携しながら、巡回保育相談等あらゆ
る機会を通して相談活動を実施した。臨床心理士や言語聴覚
士相談、理学療法士相談を実施した。
・相談に携わるスタッフ向けに、研修会を開催した。
（福祉課）
・市内４地域の子育て支援センター及び保育所と子ども支援
センターとの連携を進め相談しやすい体制作りを図った。
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福祉課
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